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1960 年代から 1970 年代にかけて主にアメリカ合衆国において発展し、デザイン方法学と建築心理学
のグループによって環境デザイン学会である、EDRA(Environmental Design Research Association)
が創設され、1980 年代には、建築心理学のグループによって、IAPS(International Association for the 


































































































































































































































































































G.L.Koenig は、Peirce の記号論の流れをくむ C.Morris の行動主義的記号モデル 27を導入し、人間行
動との関係性から建築的記号の定義を試みている 28。 
8 章に関連して、人間の環境に対する解釈(人間が環境に見出す意味)と人間行動との関係性に主眼を
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た Wundt の古典的心理学に対する反発として、W.James は、意識をダイナミックな流れとしてとらえ、
精神や心を環境との交流のなかにみようとする心理学を展開した 3。ここで James は、従来の心理学の中
心的対象であった意識を、行動(あるいは行為)の一部分として考えたのである 3。 
James による心理学はのちに機能心理学 4 として、シカゴ学派に属する J.Dewy(1859-1952)、
J.R.Angell(1869-1939)によって展開されることになるが、その後心理学において人間行動が研究対象とし






7 に基づく Watson の理論には限界があり、後に C.L.Hull(1832-1920)、E.C.Tolman(1886-1959)、
16 




の全体構造「記号ゲシュタルト」sign-gestalt を認知することであるとする 6, 7。 
Tolman の記号ゲシュタルト理論においても見られるように、ゲシュタルト心理学が人間行動研究に与
えた影響は大きい。ゲシュタルト心理学は主に M.Wertheimer(1880-1943)、W.Köhler (1887-1967)、K. 
Koffka(1886-1941)、K.Lewin(1890-1947)らによって展開された一連の心理学のことを指すが、初めて心









































































ある 13。R.Baker と H.Wright らによって行われたこの実験で得られた結果が標本資料(specimen 
records)と呼ばれたのも Barker のそのような考え方を表しているといえよう 13, 14。 


















況は synomorphic であり、synomorphic である


















synomorph の問題を扱っている 17 
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ンは豊富であるものの、小さな高校と同じような水準で生徒を活動に参加させることができず、途中でや
めてしまう学生や、欠席する学生が多く、満足度が低いことなどが発見されている 17, 18。 
こうした一連の研究は、後に研究対象となる母体(町や高校など)の規模と行動に対する参加者について
の理論である Under Population Theory として、行動セッティングにおける行動の参加者の人数と参加者
の満足度との関係性が fig.2-3 のような関係性にあるとして結論付けられている 13。 
しかし、このように行動セッティング間を比較するとなると、問題となるのはそもそもどこまでを一つ
の行動セッティングと捉えるのかということであろう。この問題に対して、Barker らは行動セッティング
を構成する synomorph、および行動セッティング同士の相互依存度を表す指標である K-21 という指標を
提案している 19。各行動セッティングには、参加人数、行動のリーダー、行動の目的など、様々な特徴を
もつということは明らかであるが、こうした特徴を体系的に扱うことを可能にするのが K-21 という指標
なのである。具体的には、各行動セッティングを構成する synomorph 同士の相互依存度を K-21 によって
評価し、類似性の高い synomorph 同士はクラスタ化され、そうでなければ別々に捉えられるというよう
に、行動セッティングの単位は、synomorph の相互依存度に基づいて決定されていく 13, 20。 

























に対して示唆的な結果を提示している 13。Bechtel は K-21 を用いた行動セッティングの相互依存性につ
fig.2-3 Under Population Theory における 
行動セッティングの参加者の人数と 
参加者の満足度との関係性 15 fig.2-2 K-21 によるある町の極座標地図 21 
20 
いての研究から、コミュニティにとって中心的な行動セッティングが重要な役割を担っていることを発見
し、行動セッティングの観点から中心的役割をはたす場所を Behavioral focal point と名づけた 13。コミ










































tab.2-1 適切な Behavioral focal point の条件 
 



































Hall が提示した 3 つの距離帯は次の通りである。 
 














ついて、4 つの距離体（密接距離、個体距離、社会距離、公衆距離）を提案している。fig.2-4 は Hall が
提案した 4 つの距離帯を説明するチャートである。 
①密接距離 31 (intimate distance ;0-45 cm) 
②個体距離 31 (personal distance ;45-120 cm) 
③社会距離 31 (social distance ;120-360 cm) 
























fig.2-4 proxemics における距離および位置関係についてのチャート 
 















いた言葉であるが、建築・都市の分野においては、1960 年代に K.Lynch が『都市のイメージ』で、経路
探索行動は「外的な環境からの明確で感覚的な手がかりの、一貫した使用と組織化である(a consistent use 
and organization of definite sensory cues from the external environment)」38としているように、目的
地にたどり着くまでの空間の認知に関する研究である。先駆的な研究としては、経路探索のプロセスを


































ある 41。記号論の行動的定位は、アメリカの記号学者 C.S. Peirce によって始められたとみることができ












2.3.2 Peirce の記号過程のモデル 
Peirce は記号を広い意味に捉え、心に現れる全ての存在のことを記号であるとする。そして Peirce は、
記号過程を、記号を媒介とした解釈のプロセスとであるとして定式化を行っている。 
そこでまず、Peirce の記号過程のモデルの基礎となる、あらゆる現象を分類することのできる 3 つのカ
テゴリーについて述べ、Peirce による記号過程の定義およびその構造について明らかにする。 
 
（１）あらゆる現象を分類することのできる 3 つのカテゴリー 
Peirceはあらゆる現象を分類できる 3つのカテゴリーを提示し、このカテゴリーに基づいて「記号」(sign)、
「対象」(object)、「解釈項」(interpretant) を定義し、記号過程を、記号を媒介とした解釈項へと至る思
考作用のプロセスであるとして定式化する。そこでまず、Peirce が示す 3 つのカテゴリーについて説明を
する。Peirce が示すこの 3 つのカテゴリーは、あらゆる現象を存在の仕方によって分類するためのカテゴ
 



























Peirce は、三次性は「表象の同義語に他ならない」(CP.5.105) 44 としている。というのも、表象は、2
つのものを関連付ける媒介作用そのものだからである 46。 
 
Peirce は次のように 3 つのカテゴリーへの対応物を列挙している 45。 
一次性：知覚または感覚 質  性質 可能性 
二次性：経験または行動 行動 対象 現実性 
三次性：思考または記号 表示 関係 必然性 
 
（２）記号－対象－解釈項 















































































































Peirce の記号過程に解釈者の概念を導入したのは C.Morris である。Morris による Peirce の記号過程に
おける 3 つの次元からの探求の側面についての言及を参照すると、環境の意味は、意味論的次元、語用論




語用論的次元からも環境の意味にアプローチし 47 の②、人間行動の記号過程について探っていくこととする。 
そこで、次に示す Peirce の記号現象を 3 つの側面に分類するカテゴリーの三分法を参照し、環境記号を
記号現象の側面から 3 つに分類することによって環境の意味の 3 つの側面を、記号現象の 3 つの側面とし
て捉えていくこととする。 
 
（１）記号現象の 3 つの側面 
Peirce は記号現象のカテゴリーの三分法(trichotomy)に基づいて、記号現象の 3 つの側面、すなわち「記
号それ自体の在り方」「記号とその対象との関係」「記号とその解釈項との関係」のそれぞれに三分法を適








































い。名辞とは、いわば「名辞の空白形式 (a blank of proposition)」(CP4.560)69 または「未発展の命題 















ると、tab.2-2 のようになる。tab.2-2 に示すように、6 章では、目的・状況との関係性から環境記号を捉
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1 南博:行動理論史, 岩波書店, pp.13-20, 2007.11. 
2 B.F.Skinner, 玉城政光(監訳) : 行動工学の基礎理論, pp.18, 1976.11. 




(訳: 河野哲也他): 心と身体の哲学,勁草書房, 1999.04. 
5 前掲書 1, pp.21-38 
6 前掲書 1, pp.100-139 
7 心の発達についての進化論的な立場から、心理学に心と環境のダイナミックな相互作用を持ちこんだのは
H.Spencer(1820-1903)である。前掲書 1, pp.1-15 





10 トランザクショナリズムについては、行動主義の J.B.Watson が環境と行動を二元論的に捉えることの批判とし
て、J.Dewey が著書 Body and Mind において人間と環境との関係性におけるトランザクショナリズムについて主張し
ている。Dewey は、行動は環境だけから決定されるものでなければ、生物体の側から決定されるものでもなく、つね
にトランザクショナリーに捉えるべきものであり、生物体も環境要素も等しくその構成要素となる生物体＝環境の状
況とみなされるべきものであるとする。J.Dewey: Body and Mind, the Later Works of John Dewey, Vol.3, Southern 
Illinois University Press, 1984. 
11 C.L.Hull et al.(吉田正昭訳編): 心理学リーティングス ー新行動主義とその批判ー, 誠信書房, 1971. 
12 本節は、Lewin の代表的な論文を教え子の D.Cartwright が集積した著作に基づいて執筆している。本節内文中
のカッコ内に示される数字は、同著作において参照された論文の執筆された年代を示す。K.Lewin, 猪俣佐登留(訳): 社
会科学における場の理論, 誠信書房, 1956. 
13 行動セッティングについての記述は、これまでの環境行動や環境デザインについての主要な研究を取りまとめた
R.B.Bechtel の著作に基づいて執筆している。R.B.Bechtel: Environment & Behavior, SAGE Publications, 
pp.223-pp.238, 1997. 
14 調査での最初期の記録の内容の一部が One Boy’s Day というタイトルで出版された。R.Barker and H.Wright, 
One Boy's Day: a specimen record of behavior, New York: Harper, 1951. 
15 Under Population Theory の図は、前掲書 13, pp.237 から引用している。 
16 P.V. Gump: A Short History of the Midwest Psychological Field Station, Environment & Behavior, vol. 22 no. 
4. , pp.436-457, 1990.7. 
17 P. Schoggen: Behavior Settings: A Revision and Extension of Roger G. Barker's Ecological Psychology, 
Stanford University Press, 1989. 




とができる。前掲書 12, 17 
20 K-21 についての詳細は、R.Baker、H.Wright による”Midwest and its children”を参照のこと。R.Barker, 
H.Wright: Midwest and its children, Evanston, IL:Row Peterson, 1955. 
21 K-21 についての説明は前掲書 13 を参照している。なお極座標マップは前掲書 13, pp.243 から引用している。 
22 J.J.Gibson, 古崎敬ら(訳):生態学的視覚論 －ヒトの知覚世界を探る－,pp.i-viii サイエンス社, 1985. 
23 前掲書 22, pp.137-157 
24 前掲書 22, pp.19-20 
25 A.Chemero: An Outline of a Theory of Affordances, Ecological Psychology, Vol.15 (2), pp.181–195, 2003.6. 
26 “Proxemics is the term I have coined for the interrelated observations and theories of man's use of space as a 
specialized elaboration of culture. “, E.T.Hall: The Hidden Dimension, Anchor Books, 1966. 
27 前掲書 13, pp.163-198 
28 西出和彦:環境と空間 2.2 人間のまわりの空間,朝倉書店,pp.51-76,1997.10. 
29 M.O.Watson: proxemic behavior, The hague, Mouton, 1970. 
30 D.Loof: Some American and German customs compared, Le Langage et l’Homme 30, 37-46, 1976. 
31 プロクセミクスにおける各用語の翻訳は、前掲書 26 の日本語訳版に倣う。E.T.Hall, 日高 敏隆ら (訳): かくれ
た次元, みすず書房, 2000. 
32 W.Nöth: Handbook of Semiotics, Indiana University Press, pp.410-414, 1995. 
33 日本建築学会: 建築・都市計画のための調査・分析方法(改訂版), 1-13 環境を記述する, 井上書院, pp.90-93, 2012. 
34 D.Appleyard, K.Lynch and J.Mayer: the View from the road, The MIT Press, 1964. 
35 P.Thiel: Visual Awareness and Design An Introductory Program in Conceptual Awareness, Perceptual 
Sensitivity, and Basic Design Skills, University of Washington Press, 1997. 
36 P.Thiel: A Sequence-Experience Notation, Town Planning Review, Liverpool University Press, Vol.32(1), 
1961.4. 
37 R.Passini: Wayfinding in Architecture, Van Nostrand Reinhold, 1981. 
38 K.Lynch: The Image of the City, MIT Press, pp.3, 1960 
39 エリーザベトヴァルター: 一般記号学―パース理論の展開と応用, 勁草書房, pp.140-142, 1987. 
40 門内輝行: 街並みの景観に関する記号学的研究, 東京大学学位論文, 1997.01. 
41 瀬在良男:記号論序説－その歴史と体系, 駿河台出版社,pp.85-138,1965. 
42 瀬在良男:プラグマティズムと現代記号理論の形成 -C.モリスの「実験的人間学」試論-, 日本大学文理学部人文科
学研究所研究紀要, 2 号, 1960. 
43 米盛裕二:パースの記号学, 勁草書房, 1995. 
 
2 章 環境における人間行動の記号過程  33 
44 C.S.Peirce: Collected Papers of C.S.Peirce, The Beklnap Press, 1978. (CP は Collected Papers of C.S.Peirce の
略。数字は巻、節を示す。) 
45 前掲書 39, pp.49-53 
46 前掲書 40, p.44 
47 C.Morris は、Peirce の定義する記号過程における 3 つの次元について言及し、記号論の領域を意味論、語用論、
構文論の三部門に分類している。そこで、「A 子のネックレスは高価だ」という例文を記号とし、この記号についての
各次元からの探求の仕方を説明すると次の①～③の通りとなる。C.W.Morris, 内田種臣(訳), 小林昭世(訳): 記号理論













と構文論を前提している 54ように、「A 子のネックレスは高価だ」という文章は、「A 子」「の」「ネックレス」「は」「高
価」「だ」という複数の記号によって構成されている。こうした記号同士の順序や、文章を構成する記号群の種類につ
いて探求するのが構文論である。 
48 今井邦彦, 西山佑司: 言葉の意味とはなんだろう 意味論と語用論の役割, 岩波書店, 2012 
















54 前掲書 40 
34 
55 Morris によるこの 3 分類は、本研究における人間行動に対して、大枠として記号論的定位を与えるにあたって有
益な分類ではあるが、記号論の全分野を分類するには不十分なものであるとの批判がある。例えば、音韻論や書記素
論の分野への枠組みを十分に提示するものではない。前掲書 32, pp.48-55 
56 Peirce による記号分類はここに示すのみではない。例えば Peirce は解釈項を広い意味に捉えており、解釈項にカ
テゴリーの三分法を適用して、情感（feeling）・行動（action）・思想（thought）、情緒的解釈項（emotional interoretant）・
活動的解釈項（energetic interpretant）・論理的解釈項（logical interpretant）といった広がりを想定している。 
57 “A Qualisign is a quality which is a Sign. It cannot actually act as a sign until it is embodied; but the 
embodiment has nothing to do with its character as a sign.”, (文中の EP は The Essential Peirce Selected 
Philosophical Writings の略。数字は巻、節を示す。) A Syllabus of Certain Topics of Logic', EP 2.291, N.Houser, 
C.Kloesel: The Essential Peirce. Selected Philosophical Writings, Bloomington and Indianapolis: Indiana 
University Press, Vol. 1 (1867-1893), 1992. / The Peirce Edition Project: The Essential Peirce. Selected 
Philosophical Writings, vol. 2(1893-1913), Bloomington and Indianapolis: Indiana University Press, 1998.  




60 “A Sinsign (where the syllable sin is taken as meaning "being only once," as in single, simple, Latin semel, 
etc.) is an actual existent thing or event which is a sign. It can only be so through its qualities; so that it involves a 
qualisign, or rather, several qualisigns. But these qualisigns are of a peculiar kind and only form a sign through 
being actually embodied.", 前掲書 57 
61 「科学者によって分析されている月の岩石の標本は単一記号の例である。月の岩石のすべての特性は記録され、
分析され、月や地球あるいは太陽系の構造と歴史を捉える手がかりとして用いられる。そしてそうした特性(性質記号)
をすべて含んでいる月の岩石は、全体として一つの手がかりを形成する単一記号なのである。」前掲書 40, pp.66-68 
62 "A Legisign is a law that is a Sign. This law is usually established by men. Every conventional sign is a 
legisign. It is not a single object, but a general type which, it has been agreed, shall be significant. Every legisign 
signifies through an instance of its application, which may be termed a Replica of it. "," Thus, every legisign 
requires sinsigns. ", 前掲書 57 
63 「言語は明らかに法則記号の例である。”記号”という言葉は 1 つの法則記号であり、このページに出てくる 1 つ 1
つの”記号”という文字は単一記号としてのレプリカである。」前掲書 40, pp.66-68 
64 "Likenesses, or, as I prefer to say, Icons, which serve to represent their objects only in so far as they resemble 
them in themselves.", 前掲書 57 
65 前掲書 40, pp.66-68 
66 "An Index is a sign which refers to the Object that it denotes by virtue of being really affected by that Object. 
It cannot, therefore, be a Qualisign, because qualities are whatever they are independently of anything else.", 前
掲書 57 
67 "A Symbol is a sign which refers to the Object that it denotes by virtue of a law, usually an association of 
general ideas, which operates to cause the Symbol to be interpreted as referring to that Object. It is thus itself a 
general type or law, that is, is a legisign. As such it acts through a replica. ", 前掲書 57 
68 伝統論理学における”term”, ”proposition”, ”argument”に対応するものであるが、Peirce はカテゴリー概念に基づ
いて独自の記号論的解釈を与えている。前掲書 40, pp.66-68 
69 "By a rheme, or predicate, will here be meant a blank form of proposition which might have resulted by 
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striking out certain parts of a proposition, and leaving a blank in the place of each, the parts stricken out being 
such that if each blank were filled with a proper name, a proposition (however nonsensical) would thereby be 























































































































































































tab.3-1 シミュレーションによる同定の手順 16 
  











本研究で用いるのはセルオートマトンを用いるセルオートマトン法(以下 CA 法)の考え方である 19。












(one-dimensional cellular automaton)がある。1 次元セルオートマトンでは、セルの集合は 1 次元格
子状に配置される。そこで位置座標 i (i は整数)のセルの時刻 t (t は自然数)での状態を atiで表すとすれ
ば、1 次元セルオートマトンを関数で一般的に定義すると(式 1)のようになる 22。 
at+1i = f (ati-r, ati-r+1, …, ati, …, ati+s)   (式 1) 
式 1 は、位置座標 i のセルの近傍セルを ati-rから ati+sまでの r+s+1 個としたときに、位置座標 i の
セルの次の時刻の状態 at+1i は近傍のセルの状態を変数とする関数によって与えられるということを意
味している。 
1 次元セルオートマトンの最も単純な例の一つとしては、2 状態 3 近傍規則のセルオートマトンの例
がある(式 2)。 
at+1i = f (ati-1, ati, ati+1)   (式 2) 
この近傍側では、23=8種の近傍の状態に対してそれぞれ0または1の状態を決めることになるので、
規則の総数は 28=256 種となる。Wolfram はこれらのセルオートマトンを初等セルオートマトン
(elementary cellular automaton, ECA)と定義した 23。 
at+1i = ati-1 + ati + ati+1 mod2  (式 3) 
ここで、mod2 は 2 の剰余を表しており、合計値を 2 で割った余りである 1 または 0 を表している。
 44 
式 3 で表される規則から 0 生み出されるセルの値の変化を表すと fig.3-1 のようになる。 











































fig.3-1 2 状態 3 近傍のセルオートマトンの例 23 
※ati=1 の時、セルを黒で表す。単一の黒セルの初期状態(最上列)から開始し、時刻
が+1 進むごとに 1 行下に状態を表す。 
  




















































モデリング環境としてマルチエージェント・シミュレータ artisoc academic28 を使用する。artisoc 




























③ ④ ② 
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②シミュレーション空間 














              
1 カオスは、1892 年に J.H. Poincaré が天体の軌道の研究においてすでに着目していた現象であり、1961 年に
気象学者の E.N. Lorenz が気象モデルの中にカオスを発見した。 
2 金子邦彦: 複雑系の理解に向けて, 数理科学, No.336, 1991.06. 








吉田善章:非線形とは何か 複雑系への挑戦, 岩波書店, 2008. 




る。アダム・スミス: 国富論<1>, 岩波文庫, 2000. 
8 生天目章:マルチエージェントと複雑系, 森北出版株式会社,2004.8. 
9 大内 東, 川本雅人, 川村秀則: マルチエージェントシステムの基礎と応用－複雑系工学の計算パラダイム－, 
コロナ社, 2002.04. 
10 S.J. Russell, P. Norvig: Artificial Intelligence: A Modern Approach, 2003.01. 




究対象とし、生命現象の本質を明らかにすることを目的とすることに特徴がある。C.G. Langton：Artificial Life 
I, Addison Wesley, 1988. 
13 J.V. Neumann: Theory of Self-reproducing Automata, A. Burks, University of Illinois Press, Cham-paign, 
IL, 1966. 
14 武田英明: シンセシスのための知識論(第 1 報) -経験的知識の表現-, 精密工学会大会学術講演会講演論文集, 
231, 1998.09. 
15 上田完次:創発とマルチエージェントシステム, 倍風館, 2007. 
16 ここで述べる構成的手法は、工学的に用いられてきた手法であるが、科学的な理解の方法として用いられる








オートマタ理論の源流となった。森下信:セルオートマトン －複雑系の具象化－, 養賢堂, 2003. 
19 オートマトンは、内部状態の種類や動作の仕方などによって、有限オートマトン、線形拘束オートマトンな
どの種類に分類することができる。 
20 A.W. Burks, ed.: Esays on Celllar Automata, University of Illinois Press, p.iv, 1968 
21 セルの配列が 1 列のものを 1 次元セルオートマトン、2 列のものを 2 次元セルオートマトンと呼び、配列に
よる次元を持つ。 
22 前掲書 18 
23 J.L.Schiff, 梅尾博司(監訳): セルオートマトン, 共立出版, 2011.12. 







25 S. Wolfram: Statistical mechanics of cellular automata, Reviews of Modern Physics, Vol. 55, No. 3., pp. 
601-644, 1983.7. 
26 加藤恭義, 光成友孝, 築山洋:セルオートマトン法－複雑系の自己組織化と超並列処理－ , 森北出版株式会
社,pp.1-7,2002. 
27 加藤恭義:原子力プラントにおける複雑現象の解明 セルオートマトン法による流体解析の現状と今後の展望, 
日本原子力学会誌,Vol.41,No.3,pp.202-218,1999.3. 
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(fig.4-1)。事前調査は京都駅大階段では 2007 年 6 月 27 日に行い、京都大
学吉田キャンパスでは 7 月 5 日に、京都精華大学では 2007 年 7 月 24 日に
行った。 



















































(2007 年 11 月 20 日撮影) 
fig.4-1 事前調査の様子 








































fig.4-3 動画および写真の撮影(左：設置した撮影機器 右：撮影した写真の一部) 
(2007 年 11 月 20 日撮影) 
fig.4-4 写真を撮る人々、座る人々 
(2007 年 11 月 20 日撮影) 
  











































fig.4-5 京都大学吉田キャンパス構内吉田南総合館北棟 1 









































0.00 0.45 1.16 
3.18 3.42 4.29 
4.45 5.08 5.49 
6.09 6.19 6.29 












































 fig.4-8 自由な人間行動(2007 年 7 月 26 日 15:00～16:00 撮影) 
fig.4-9 自由な人間行動(2007 年 11 月 20 日撮影) 








































fig.4-11 流動・滞留の簡易的な記述 (2007 年 11 月 20 日分：左 10:30～11:00, 右 12:00～12:30) 
fig.4-10 人間行動の観察メモの一部 (2007 年 11 月 20 日分) 
  








京都精華大学は、京都市左京区岩倉木野町に存在する、敷地面積 144775.33m2、在学生約 4200 人
の大学である(調査時 2007 年現在)。1968 年に京都精華短期大学として設立されて以来、現在は四年
制大学となっている(略歴は参考文献 2 参照)。fig.4-12 に京都精華大学付近の航空写真を、fig.4-13 に
キャンパスマップを示す。大学全体は、山の谷に沿った配置となっている(fig.4-13)。 
研究対象とする、京都精華大学構内天ヶ池周辺(以下、調査地と呼ぶ)は、大きな階段状の斜面と池か


























































































５号館 A 棟 





























































































 fig.4-17 京都精華大学構内の様々な人間行動 
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1 京都大学：キャンパスマップ, http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/downlodemap/map_internal/index.htm (参
照 2012.10.18.) 
2 京都精華大学構内施設の略歴は下記の通り。学校法人京都精華大学 創立四〇周年記念事業実行委員会・四〇



























3 Google map: http://maps.google.co.jp/maps (2012.10.26 参照) 
















1981 年隣接土地（3338 m2）を購入、７号館竣工 
1982 年隣接土地（3074 m2）を購入、短期大学部美術科廃止 


































遠友館（クラブボックス）：北棟 316.75 m2, 南棟 337.75 m2 
駐輪場：661.77 m2光彩館（テキスタイルデザイン学科）：889.78 m2 
一星館（警備棟）：98.44 m2 
京都精華大学前駅駅舎, パラディオ橋：258.16 m2 
自在館（芸術学部実習棟）：1279.04 m2 
本館：1465.80 m2 








































































































tab.5-2 2007 年 7 月 26 日における気候状況(京都市)1  
天気概況
昼
合計 値 時分 値 時分 (06:00-18:00)









(2007 年 11 月 2 日の調査風景) 
fig.5-4 目視による観察 









(2007 年 7 月 26 日撮影) 



































調査時間のうち、10:00～11:00 はのべ 78 回(姿勢毎に数えた場合(以下姿勢のべ)86 回)の滞留が 51
人によって行われ、12:00～13:00 はのべ 137 回(姿勢のべ 161 回)。なお姿勢のべ内訳は、10:00～11:00：
86=75( 立 )+10( 座 )+1( 起 居 様 式 お よ び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 不 明 ), 12:00 ～ 13:00 ：









しも時間順に ID がふりわけられていないため、時間順にデータを並べた tab.5-3 では、ID が不規則に
並んでいる。 
②連続 
同一 ID の人による複数回の滞留について、前後の滞留が連続である場合に 0 と、非連続である場合
に 1 と記入する。 
③回数 















































































起居 ⑨行為１ 行為２ 行為３
1 1 1 2 2 2 ： 21 2 ： 26 立つ 話す
2 1 1 2 1 2 ： 22 2 ： 27 立つ 話す
3 1 1 2 4 3 ： 16 3 ： 32 立つ 話す
4 1 1 2 3 3 ： 16 3 ： 30 立つ 話す
3 1 2 2 4 3 ： 35 6 ： 49 立つ 話す
4 1 2 2 3 3 ： 35 6 ： 49 立つ 話す
52 1 1 1 4 ： 27 4 ： 38 座る 不明
19 1 1 4 4 ： 36 4 ： 41 立つ 不明
5 1 1 2 6 4 ： 54 5 ： 2 立つ 話す 傘を広げる
6 1 1 2 5 4 ： 54 5 ： 2 立つ 話す
15 1 1 1 5 ： 39 5 ： 45 座る 池をのぞく
10 1 1 1 10 ： 14 13 ： 16 座る 携帯電話で話す
7 1 1 1 12 ： 10 12 ： 15 立つ
10 0 2 1 13 ： 16 15 ： 44 座る 携帯電話で話す
16 1 1 1 14 ： 19 14 ： 26 立つ 池をのぞく
17 1 1 1 16 ： 49 16 ： 56 立つ 壁のものを見る
11 1 1 1 17 ： 53 17 ： 59 立つ 写真を撮る
11 1 2 1 18 ： 7 19 ： 3 座る 写真を撮る
12 1 1 1 18 ： 39 25 ： 40 座る 携帯電話を見る 鞄の中を見る 本を読む
11 0 3 1 19 ： 3 19 ： 18 立つ
11 1 4 1 19 ： 26 20 ： 15 立つ
18 1 1 1 22 ： 24 22 ： 29 立つ
8 1 1 1 23 ： 44 24 ： 5 立つ
9 1 1 1 26 ： 17 26 ： 25 立つ
9 1 2 1 26 ： 35 27 ： 15 立つ 携帯電話で話す
9 1 3 1 27 ： 19 27 ： 37 立つ 壁のものを見る
9 1 4 1 27 ： 55 28 ： 8 立つ
9 1 5 1 28 ： 13 28 ： 49 立つ 壁のものを見る 鞄の中を見る
9 1 6 1 28 ： 53 28 ： 58 立つ
22 1 1 3 20,21 29 ： 4 29 ： 22 立つ
9 1 7 1 29 ： 5 29 ： 33 立つ
21 1 1 3 20,22 29 ： 6 29 ： 17 立つ
20 1 1 3 21,22 29 ： 8 29 ： 43 立つ 不明
21 0 2 3 20,22 29 ： 17 29 ： 38 座る
22 0 2 3 20,21 29 ： 22 29 ： 45 座る
24 1 1 3～5 23,25 29 ： 29 29 ： 43 立つ
23 1 1 3～5 24,25 29 ： 29 29 ： 43 立つ
25 1 1 3～5 23,24 29 ： 34 29 ： 52 立つ 池をのぞく
21 0 3 3 20,22 29 ： 38 29 ： 43 立つ
9 1 8 1 29 ： 43 29 ： 51 立つ
29 1 1 1 29 ： 52 30 ： 0 立つ
9 1 9 1 30 ： 11 30 ： 24 立つ
9 1 10 1 30 ： 27 30 ： 36 立つ
27 1 1 4 26 30 ： 54 31 ： 6 立つ
26 1 1 4 27 30 ： 56 31 ： 8 立つ
30 1 1 1 31 ： 6 31 ： 29 立つ
28 1 1 3 26,27 31 ： 11 31 ： 38 立つ 壁のものを見る
26 1 2 3 27 31 ： 15 31 ： 20 立つ
27 1 2 3 26 31 ： 15 31 ： 20 立つ
31 1 1 1 31 ： 19 31 ： 25 立つ
27 1 3 3 26 31 ： 22 31 ： 44 立つ 話す
26 1 3 3 27 31 ： 22 31 ： 36 立つ 携帯電話で話す 話す













































30 1 2 1 31 ： 36 31 ： 41 立つ
26 1 4 3 27,28 31 ： 40 32 ： 32 立つ
27 1 4 3 26,28 31 ： 51 32 ： 23 立つ
28 1 2 3 26,27 31 ： 52 32 ： 25 立つ 話す
34 1 1 2 35 32 ： 7 32 ： 35 立つ 話す
35 1 1 2 34 32 ： 30 32 ： 35 立つ 話す
36 1 1 3 歩く人 35 ： 21 35 ： 26 立つ
37 1 1 1 35 ： 27 36 ： 12 立つ 携帯電話で話す
38 1 1 1 36 ： 36 36 ： 41 立つ 池をのぞく
37 1 2 1 36 ： 43 36 ： 49 立つ
37 1 3 1 36 ： 52 37 ： 20 立つ
39 1 1 1 37 ： 1 37 ： 9 立つ
40 1 1 1,2 39 37 ： 8 37 ： 25 立つ 話す
39 1 2 2 40 37 ： 18 37 ： 30 立つ 話す
42 1 1 2 39 ： 12 39 ： 27 立つ
43 1 1 1 39 ： 33 39 ： 53 立つ
44 1 1 2 42 40 ： 13 40 ： 19 立つ 話す
42 1 2 2 44 40 ： 22 40 ： 41 立つ 話す
44 1 2 2 42 40 ： 26 40 ： 32 立つ
47 1 1 1 40 ： 52 40 ： 57 立つ
48 1 1 1 45 ： 16 45 ： 24 立つ 壁のものを見る
49 1 1 1 50 ： 10 54 ： 40 座る 携帯電話で話す 煙草を吸う
50 1 1 1 52 ： 17 52 ： 24 不明
50 1 2 1 52 ： 37 52 ： 51 立つ プールの整備
50 0 3 1 52 ： 51 53 ： 4 座る プールの整備
50 0 4 1 53 ： 4 53 ： 43 立つ プールの整備
50 1 5 1 54 ： 22 54 ： 32 立つ プールの整備
50 1 6 1 55 ： 54 56 ： 2 立つ プールの整備
50 1 7 1 56 ： 11 56 ： 14 座る プールの整備
51 1 1 1 56 ： 12 56 ： 21 立つ 池をのぞく
50 0 8 1 56 ： 14 56 ： 36 立つ プールの整備
51 1 2 1 56 ： 31 56 ： 36 立つ 池をのぞく
51 1 3 1 56 ： 49 56 ： 56 立つ




















































起居 ⑨行為１ 行為２ 行為３
1 1 1 4 2,3,4 0 ： 0 2 ： 13 立つ 話す
2 1 1 4 1,3,4 0 ： 0 1 ： 23 立つ 話す
3 1 1 4 1,2,4 0 ： 0 1 ： 36 立つ 話す
4 1 1 4 1,2,3 0 ： 0 2 ： 13 立つ 話す
5 1 1 2 6 0 ： 0 0 ： 40 立つ 写真を撮る 話す
6 1 1 2 5 0 ： 0 0 ： 40 座る
7 1 1 2 8 0 ： 0 60 ： 21 座る 話す
8 1 1 2 7 0 ： 0 23 ： 5 座る 話す
9 1 1 1,2 0 0 ： 0 60 ： 0 座る
10 1 1 3 7,8 0 ： 35 1 ： 55 座る 話す
63 1 1 1 0 0 ： 36 0 ： 41 立つ
6 1 2 1 0 1 ： 14 1 ： 29 立つ 着替える
5 1 2 1 0 1 ： 20 1 ： 32 座る 写真を撮る
2 1 2 4 1,3,4 1 ： 32 2 ： 8 立つ 話す
5 1 3 1 0 1 ： 36 1 ： 51 座る 写真を撮る
6 1 3 1 0 1 ： 36 11 ： 58 不明 泳ぐ
5 1 4 1 0 1 ： 54 2 ： 17 立つ 写真を撮る
10 0 2 3 7,8 1 ： 55 2 ： 25 立つ 話す
5 1 5 1 0 2 ： 20 2 ： 50 立つ 写真を撮る
5 1 6 1 0 3 ： 49 4 ： 0 座る 写真を撮る
5 0 7 1 0 4 ： 0 5 ： 10 立つ 写真を撮る
11 1 1 c 0 4 ： 54 4 ： 59 立つ 話す
12 1 1 c 0 5 ： 14 5 ： 31 立つ 話す
12 1 2 2 11 5 ： 43 5 ： 55 立つ 話す
11 1 2 2 12 5 ： 44 6 ： 25 立つ 話す
12 1 3 2 11 6 ： 1 7 ： 27 座る 話す
11 1 3 2 12 6 ： 28 7 ： 23 立つ 話す
13 1 1 3 11,12 7 ： 13 7 ： 25 立つ 話す
11 1 4 3 12 7 ： 26 7 ： 31 立つ 話す
13 1 2 3 11,12 7 ： 27 8 ： 5 立つ 話す 髪を整える
12 1 4 3 11,13 7 ： 31 10 ： 21 立つ 話す
11 1 5 3 12,13 7 ： 32 7 ： 57 立つ 話す
11 1 6 3 12,13 8 ： 0 8 ： 5 立つ 話す
13 1 3 3,4 11,12,14 8 ： 7 9 ： 28 立つ 話す
11 1 7 3 12,13,14 8 ： 8 9 ： 26 立つ 話す
14 1 1 4 11,12,13 8 ： 15 8 ： 28 立つ 話す
14 1 2 4 11,12,13 8 ： 30 8 ： 52 立つ 話す
13 1 4 3 11,12 9 ： 33 9 ： 56 立つ 話す
11 1 8 4 12,13,14 9 ： 34 10 ： 1 立つ 話す
64 1 1 1 0 9 ： 49 9 ： 56 立つ
13 1 5 4 11,12,14 10 ： 1 10 ： 7 立つ 話す
11 1 9 4 12,13,14 10 ： 4 10 ： 10 立つ 話す
11 0 10 2 12 10 ： 10 10 ： 29 立つ 話す
14 1 3 3,4 13,11,12 10 ： 11 11 ： 33 立つ 話す
13 1 6 3,4 11,12,14 10 ： 23 11 ： 12 立つ 話す
11 0 11 2 12 10 ： 29 12 ： 3 座る 話す
66 1 1 1 0 10 ： 50 11 ： 2 立つ
66 1 2 1 0 11 ： 4 11 ： 12 立つ
66 1 3 1 0 11 ： 16 11 ： 23 立つ
13 1 7 3,4 11,12,14 11 ： 24 11 ： 57 立つ 話す
66 1 4 1 0 11 ： 25 12 ： 2 立つ
16 1 1 2 9 11 ： 42 41 ： 0 座る 話す
15 1 1 2 6 11 ： 45 12 ： 1 立つ 話す
13 1 8 3 11,12 11 ： 59 12 ： 5 立つ 話す













































6 1 4 1 0 12 ： 51 13 ： 20 立つ 話す
17 1 1 1 0 13 ： 9 13 ： 20 立つ 壁のものを見る
5 1 8 不明 0 13 ： 34 13 ： 47 立つ 話す
6 1 5 不明 0 15 ： 5 15 ： 11 立つ 話す
6 1 6 不明 0 15 ： 17 15 ： 23 立つ 話す
6 1 7 2 5 15 ： 29 16 ： 16 立つ 話す 着替える
5 1 9 2 6 15 ： 33 16 ： 12 立つ 話す
23 1 1 3 7,8 16 ： 33 20 ： 47 座る 話す
18 1 1 1 0 17 ： 1 17 ： 14 立つ 写真を撮る
18 1 2 1 0 17 ： 18 17 ： 50 立つ 写真を撮る
18 1 3 1 0 17 ： 54 18 ： 21 立つ 写真を撮る
18 1 4 1 0 18 ： 25 18 ： 39 立つ 写真を撮る
18 1 5 1 0 18 ： 41 19 ： 3 立つ 写真を撮る
18 1 6 1 0 19 ： 7 19 ： 22 立つ 写真を撮る
18 1 7 1 0 19 ： 24 19 ： 43 立つ 写真を撮る
56 1 1 c 外 20 ： 12 34 ： 18 座る 話す 飲む・食べる
19 1 1 1 0 20 ： 27 20 ： 37 立つ
23 0 2 3 7,8 20 ： 47 27 ： 42 立つ 話す
57 1 1 c 外,56 24 ： 16 25 ： 22 立つ 話す
20 1 1 1 0 24 ： 57 25 ： 5 立つ
21 1 1 1 0 25 ： 57 52 ： 22 座る 本を読む
22 1 1 1 0 26 ： 9 44 ： 2 座る 食べる 本を読む
23 1 3 1 0 28 ： 5 28 ： 15 立つ オブジェを見る
6 1 8 1 0 28 ： 27 28 ： 46 立つ
23 1 4 2 7,8 28 ： 41 42 ： 20 座る 話す
24 1 1 1 0 28 ： 59 36 ： 25 座る 携帯電話を見る 食べる
6 1 9 1 0 29 ： 9 29 ： 29 立つ 着替える
6 1 10 1 0 29 ： 47 54 ： 16 泳ぐ 話す
26 1 1 2 6 30 ： 54 31 ： 18 立つ 話す
26 1 2 2 6 31 ： 18 33 ： 30 泳ぐ 話す
65 1 1 1 0 31 ： 21 31 ： 30 立つ
27 1 1 1 0 31 ： 26 31 ： 35 立つ
27 0 2 1 0 31 ： 35 60 ： 0 座る 食べる 携帯電話を見る 本を読む
29 1 1 1 0 32 ： 29 36 ： 38 座る 携帯電話で話す
28 1 1 1 0 32 ： 47 32 ： 57 立つ
28 0 2 1 0 32 ： 57 42 ： 33 座る 本を読む
26 1 3 2 6 33 ： 30 34 ： 7 立つ 話す
56 1 2 c 外 34 ： 38 39 ： 52 座る 話す 飲む・食べる
58 1 1 c 外,56 34 ： 54 35 ： 38 立つ 話す
58 0 1 c 外,56 35 ： 38 39 ： 28 座る 話す 飲む・食べる
59 1 1 3 56,58 35 ： 47 36 ： 20 座る 話す 飲む・食べる
30 1 1 1 0 36 ： 17 38 ： 28 座る 鞄の中を見る 紙を見る
31 1 1 1 0 36 ： 41 36 ： 47 立つ
32 1 1 2 33 39 ： 29 55 ： 44 座る 話す
33 1 1 2 32 39 ： 31 55 ： 44 座る 話す
34 1 1 1 0 39 ： 45 39 ： 54 立つ
35 1 1 1 0 39 ： 50 39 ： 57 立つ
35 1 2 1~3 0 40 ： 6 41 ： 46 立つ 話す
36 1 1 2~3 35 40 ： 11 41 ： 50 立つ 話す
37 1 1 3 36,35 40 ： 37 41 ： 6 立つ
16 0 1 2 9 41 ： 0 41 ： 17 立つ 話す
60 1 1 不明 0 41 ： 48 42 ： 52 立つ
23 1 5 2 7 42 ： 23 60 ： 0 座る 話す
60 0 2 1 0 42 ： 52 44 ： 16 座る 飲む・食べる
49 1 1 2 50 44 ： 7 55 ： 47 座る 話す 煙草を吸う 食べる
50 1 1 2 49 44 ： 7 55 ： 47 座る 話す









































60 0 3 不明 0 44 ： 16 44 ： 52 立つ
60 0 4 c 外 44 ： 52 47 ： 1 座る 話す
38 1 1 2 39 45 ： 0 45 ： 12 立つ 池の中を見る
39 1 1 2 38 45 ： 1 45 ： 12 立つ 池の中を見る
40 1 1 2 6 45 ： 3 45 ： 54 立つ 話す
40 1 2 2 外 46 ： 12 46 ： 21 立つ 話す 飲む・食べる
60 0 5 2 61 47 ： 1 51 ： 53 立つ 話す
61 1 1 2 60 47 ： 4 48 ： 47 立つ 話す
42 1 1 2 43 47 ： 59 48 ： 36 立つ 話す
43 1 1 2 42 48 ： 2 48 ： 36 立つ 話す
45 1 1 2 44 48 ： 30 51 ： 53 座る 話す 煙草を吸う
44 1 1 2 45 48 ： 33 51 ： 45 座る 話す 煙草を吸う
46 1 1 1 0 48 ： 41 48 ： 53 立つ 携帯電話を見る
61 0 2 2 60 48 ： 47 55 ： 21 座る 話す
47 1 1 1 0 48 ： 56 49 ： 26 立つ 不明
67 1 1 1 0 49 ： 3 49 ： 16 立つ 携帯電話で話す
48 1 1 2 6 49 ： 8 49 ： 13 立つ 話す
48 0 2 2 6 49 ： 13 51 ： 33 立つ 話す
46 1 2 2 52 49 ： 34 51 ： 29 座る 話す
47 1 2 1 0 49 ： 39 49 ： 49 立つ 不明
52 1 1 2 51 49 ： 44 51 ： 15 座る 話す
47 0 3 1 0 49 ： 49 51 ： 34 座る 不明
43 1 2 2 外 50 ： 33 51 ： 30 立つ 話す 着替える 髪を整える
53 1 1 3 49,50 50 ： 51 52 ： 55 立つ 話す
68 1 1 1 0 51 ： 18 51 ： 23 立つ
43 1 2.1 2 外 51 ： 38 52 ： 6 立つ 話す 着替える 髪を整える
43 1 2.2 2 外 52 ： 11 52 ： 24 立つ 話す 着替える 髪を整える
60 1 6 c 61 52 ： 12 52 ： 29 座る 飲む・食べる
60 0 7 c 61 52 ： 29 55 ： 23 立つ 話す
43 1 2.3 1 0 52 ： 41 52 ： 52 立つ
43 0 2.4 1 0 52 ： 52 52 ： 57 座る
43 0 2.5 1 0 52 ： 57 53 ： 3 立つ
42 1 2 1 0 53 ： 18 54 ： 16 立つ 話す
6 1 11 1 0 54 ： 24 54 ： 51 立つ タオルを拾う 体をふく
42 1 3 1 0 54 ： 32 54 ： 47 立つ
42 1 4 2 外 54 ： 54 55 ： 9 立つ 話す 飲む・食べる
6 1 12 2 25 55 ： 11 55 ： 19 立つ 話す
25 1 1 2 6 55 ： 14 55 ： 20 立つ 話す
6 1 13 2 25 55 ： 29 55 ： 42 立つ 話す
43 1 3 2 42 55 ： 29 56 ： 21 立つ 話す
42 1 5 2 43 55 ： 34 55 ： 51 立つ 話す
25 1 2 2 6 55 ： 36 55 ： 44 立つ 話す
6 1 14 2 25 55 ： 46 56 ： 16 立つ 話す
25 1 3 2 6 55 ： 47 56 ： 17 立つ 話す
42 1 6 2 43 55 ： 58 56 ： 10 立つ 話す 飲む・食べる
42 1 7 2 43 56 ： 15 56 ： 21 立つ 話す
42 1 8 2 43 56 ： 26 56 ： 31 立つ 話す
43 1 4 2 42 56 ： 32 56 ： 58 立つ 話す
42 1 9 2 43 56 ： 41 56 ： 52 立つ
55 1 1 1 0 56 ： 53 57 ： 27 座る
42 1 10 2 43 56 ： 54 57 ： 5 立つ
42 1 11 1 0 57 ： 52 57 ： 58 立つ
42 1 12 2 歩いている人 58 ： 24 58 ： 51 立つ 話す
43 1 5 2 42 58 ： 30 59 ： 58 立つ 話す
42 1 13 2 0 59 ： 0 59 ： 26 立つ 話す
42 1 14 2 0 59 ： 45 60 ： 0 立つ 話す
76 
（２）滞留の行われる位置 
tab.5-3, tab.5-4 で用いた ID ごとに、動画および写真の目視から滞留位置を記述する(fig.5-6)。滞留
位置の記述には、調査対象地の上層部にある階段のうちの踏み面の狭い方の階段の踏み面の幅に合わ










































5 章 動画および写真による人間行動の調査および記述  77 
（３）滞留時行為 
動画および写真の目視から、調査対象敷地内における人の滞留時の行為の内容を確認し(tab.5-5, 






























1 つの単位として、1 つ単位に対して 1 つの ID を与える。 
②滞留 ID 










































































①ID ②滞留ID ③集団 ⑤出発口 ⑥到着口
0 0 ： 53 8 1
1 1 ○ 2 ： 21 12 8
2 2 ○ 2 ： 20 12 8
3 3 ○ 2 ： 59 14 1
4 4 ○ 3 ： 1 14 7
5 1 ： 58 14 7
6 2 ： 3 8 1
7 2 ： 19 14 1
8 2 ： 26 15 1
9 2 ： 28 14 1
10 2 ： 33 14 3
11 ○ 2 ： 42 14 1
12 ○ 2 ： 44 14 1
13 ○ 2 ： 46 14 3
14 ○ 2 ： 48 14 3
15 2 ： 49 14 1
16 2 ： 49 15 6
17 2 ： 59 15 8
18 3 ： 19 14 6
19 ○ 3 ： 25 14 8
20 ○ 3 ： 27 14 8
④出発時間























              














































































































(b) 12:00~13:00 (a) 10:00~11:00 
  































そこで、fig.6-3, fig.6-4 に、人間行動の記述の章で行った各滞留地点のプロットに基づき、1 セル
100cm×100cm の格子状に分割した各領域内において確認された滞留を累計し、領域内で行われた滞
留の回数(滞留頻度とする)および各滞留の 1 回あたりの平均滞留継続時間を示す。 















































































































上：ID21,27 (12:00～13:00) 下：ID22(12:00～13:00) 
① ② ③ 
fig.6-7 知り合い同士で滞留を始める 
(12:00～13:00 ID32,33) 












































10:00～11:00 12:00～13:00 10:00～11:00 12:00～13:00
のべ回数 75(3) 117(9) 10(6) 41(22)







起居様式 コミュニケーション なし あり なし あり
のべ回数 48 37 55 106
秒／回 25.3 35.5 160.2 204.4
のべ回数 40 35 39 78
秒／回 15.2 25.5 17.7 46.2
のべ回数 8 2 14 27














































(fig.6-11)。fig.6-11 における木陰内での同時滞留人数は、10:00～11:00 で最大 3 人であるが、12:00～
13:00 では最大で 10 人が同時に滞留をしていた。 
fig.6-10 日陰領域と滞留位置の重ね合わせ 
(a) 10:00～11:00 (b) 12:00～13:00 
fig.6-11 日陰内でのなわばり行動 
(fig.6-6 と同一地点) 
日陰内 日陰外 日陰内 日陰外
のべ回数 42 44 98 63
秒／回 42.2 19.9 265.5 70.9
のべ回数 5 5 35 6
秒／回 159.0 69.6 672.9 68.8
のべ回数 37 38 63 54












































の各個体識別番号を i (自然数)として、モデル化する環境セルを Env(i)と表すこととする。このとき
Env(i)は記号であり、記号として様々な在り方をする。この Env(i)の記号としての様々な在り方を、変
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数としてモデル化をする。こうした環境記号 Env(i)が持つ各変
































個体識別番号を i (自然数)として、モデル化する環境セルを Env(i)と表すこととする。このとき Env(i)
は変数として、位置を表す e(i)、環境の種類を表す T(i)、環境セル上のエージェントの有無を表す A(i)
を持つこととする。 





















































Agt(j)と表すこととして、Agt(j)が持つ各変数を y1,y2,…ynとして、モデル化するエージェント Agt(j) を、























s(j, t)：個体識別番号 j のエージェントの時刻 t での位置を表す。n, m を、0 を含める自然数のいずれ
か 2 値として、s(j, t) = (n, m)として座標で表す。 



























移動していく。エージェントは 1 ステップに 1 セル分進み、歩を進めるたびに方向転換する。移動開




あるから、時刻 t でのエージェントの位置と、時刻 t+1 でのエージェントの位置の差分 s(j, t)－s(j ,t+1)
で表すことができる。 
s(i, t)－s(i ,t+1)=0 (滞留している) 
もしくは、s(i, t)－s(i ,t+1)≧1 (流動している) 
なお s(i ,t+1)は、s(i, t)のムーア近傍の 8 セルのうち、時刻 t+1 において A(j)=0 であり、建築物、池
などの障害物ではない環境の種類 T(i)を持ち、滞留地 G(i)に最も近いセルの位置である。 
エージェントは「滞留地」にたどり着くとその場に留まる（滞留する）。なお、今回は実験的に「社




木」の状態をもつセルの 1 つを選択する。「滞留地」の選択基準は、6.1 で発見した環境記号に基づい


























































条件 1～条件 2 をどのように優先的に滞留地を選択するかで、 3P3=6 通り (優先順位：
123,132,213,231,312,321)の「滞留地選択理由」を定義する。fig.6-17 に優先順位 321 のエージェン
トに適用される条件の順番を示す。優先順位 321 のエージェントは、3∩2∩1 を満たすセルを最初に




再選択する。例えば、優先順位 321 のエージェントが、2∩1 の集合から「滞留地」を選択した場合、
条件 2 が満たされなくなった場合に再選択の命令を実行する。 
流動途中におけるエージェントの「滞留地」の選択の方法を 6.2.2 および 6.2.4 で設定した関数で表
せば、Agt(i)が滞留地を選ぶ際の優先順位を p(i)、クラス数を c(i)とすると、 




d(Env(j), Env(k))≦個体距離である任意の Env(k)において、 
A(j)≠A(k) 
である Env(j)を Agt(i)は優先的に「滞留地」として選択するとして表すことができる。 
 
6.2.5 モデルの構造と意味 
時刻 t におけるエージェント Agt(j)から見た環境セル Env(i)と、そのときのエージェント Agt(j)を関数
で表し、Agt(j)から見た環境セル Env(i)と、そのときのエージェント Agt(j)を例に、構築したモデルにお
けるエージェントの記号過程の構造について考察する。 
まず時刻 t における Agt(j)から見た環境セル Env(i)と、そのときのエージェント Agt(j)がもつ変数の一
例を tab.6-4、tab.6-5 に示す。この例では、Agt(j)から見た Env(i)は、位置(n, m)にあり、「大階段」の
状態量を持つセルであり、時刻 t において同セルに「クラス数」=2 であるエージェントがいて、Agt(j)
からは、5 セルの距離にあるセルである。このとき、Agt(j)は位置(p,q)であり、目的地として Env(r)に
たどりつくことを目指している。s(j, t+1)の値から、Agt(j)は流動中のエージェントである。「クラス数」
























Ripley の L 関数を用いたシミュレーション結果の解析を試みる。L 関数は、次の K 関数に基づいて求
められる(式 1)。K 関数は、対象とする平面における点分布のパターンを解析するために用いられる関
数である。解析の対象とする平面を平面 A と呼び、平面 A 上に点が分布していることを仮定すると、
K 関数は式 1 のように表される。 
 




このとき、  は edge correction と呼ばれる部分であり、平面 A の境界付近における誤差を修正す
るための部分である。edge correction によって、平面 A の境界を越えた部分においても、平面 A 内の
境界付近における分布と同程度に点が分布していることを仮定し、その修正を加える関数である 4, 5, 7。 
そしてこの K 関数に基づいて L 関数が定義される(式 2)。K(r)は、平面 A 内で任意に選ばれた点か
ら半径 r 内に存在する点の個数の期待値を密度λで割った値を示している 4。したがって、平面 A 内に
おける点の密度が完全にランダムであるならば、平面 A 内に期待される点の個数はλr2πとなり、K(r)
は放物線を描く 4。そこで、より直感的に平面 A 内の点の分布を評価することができるように、K(r)
の平方根から距離 r を差し引いたものが L 関数である(式 2)4。 
 
                           (式 2) 8 
 
















  rrKrL  2
)(
jiw ,
※λ：解析の対象とする平面 A(面積 S)における点の密度 (＝n/S: n は平面 A 内にある点の個数を示す) 
※I (di,j＜r)：平面 A 内にある任意の点 i,j 間の距離である di,jが r 以下である場合に 1, そうでない場合に 0 を示す関数 
ID ①s(j,t)：位置 ②G(j)：目的地 ③D(j)：移動方向 ④s(j,t+1)：次の時刻の位置 ⑤c(j)：クラス数 ⑥p(j)：優先順位





tab.6-5 時刻 t における Agt(j)のもつ変数の例 
tab.6-4 時刻 t における Agt(j)から見た Env(i)のもつ変数の例 
ID ①e(i)：位置 ②T(i)：種類 ③A(i)：エージェントの有無 ④d(Env(i),Agt(i))：Agt(j)からの距離







本章では K 関数よりも直観的に点分布のパターンを把握することのできる L 関数によってシミュレ
ーション結果におけるエージェントの滞留分布を評価する。このとき、r の値を連続値ではなく、セル
の数によって表し(例：評価したい点と点の間の距離がセル 3.4 個分であるときには、セル 3 個分の樹









そこで、6.2.4 で定義した「滞留地選択理由」を tab.6-6 のように各エージェントに割り振り、4 種
類のシミュレーションを行う(例：simulation1 では、優先順位 123、132 のエージェントが 30 ずつ)。




















択)という条件を最優先するエージェントのみによる simulation3 では L(r)の値が小さく、各エージェ
ントが他者から個体距離以上離れようとする結果、他の 3 つのシミュレーション結果よりも、離散的
な滞留分布を示していることがわかる。一方で、r が個体距離の値に近いときに L(r)が最も大きな値を
示しているのは simulation1 である。これは、条件 1(知り合いセルの個体距離内セルを選択)を最優先
tab.6-6 「滞留地選択理由」の振り分け 
優先順位 123 132 213 231 312 321
simulation1 30 30 0 0 0 0
simulation2 0 0 30 30 0 0
simulation3 0 0 0 0 30 30















fig.6-18 4 つのシミュレーションに対する 
Ｌ関数の値の変化 
  




また、fig.6-19 からは、simulation 1 および simulation2 では、知り合いが樹木下にすでに滞留して
いる場合、樹木下がより多くの条件を満たすことになるため樹木下への集中的な滞留が確認できる。
































6.3.2 で行ったシミュレーション空間における樹木セル 86 個の配置を変更してシミュレーションを
行う。6.3.2 における樹木の配置は現状の調査地をモデル化したものであるが、現状をモデル化した配
fig.6-19 各シミュレーション終了時のエージェントの分布図 
(c) simulation 3 (b) simulation 2 (d) simulation 4 (a) simulation 1 
 98 






























fig.6-21 に各滞留分布に対応する L 関数による評価値を示す。 
樹木配置(a)の場合、L 関数の値からは、滞留分布はクラスター状であるとして評価されている。最
大値の値が社会距離(グラフ中 Sd で示されている)によって異なってくることが分かるが、特に社会距
離が 30 に設定されているときに値が最も大きくなり、クラスター化の傾向が強いことがわかる。 
fig.6-21 から、エージェントの変数の変化によって、滞留分布に変化が現れていることがわかる。社




(a) 現状(基準) (b) 配置 1 (c) 配置 2 
fig.6-20 樹木セルの配置 
  



















































































(b) 配置 1 
(c) 配置 2 
fig.6-21 各配置に対する L 関数の値 

































いう 6.3.3 での結果を考慮し、「社会距離」は 50 セル(12.5m)に設定する。 
④ルールの優先適用順位 





fig.6-22, fig.6-23 に各滞留分布に対応する L 関数による評価値を示す。 
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①配置ごとに見る滞留分布に対する優先順位
の影響 





213,231 (条件 2 (樹木セルを選択する)が最優
先) の場合には、滞留分布が比較的大きく変化





また、fig.6-22 より、配置 1 についてはエー
ジェントの滞留位置の選択の基準に関わらず、



























































(a) 優先順位 123,132 (b) 優先順位 213,231 (c) 優先順位 312,321 






































(a) 現状 (b) 配置 1 (c) 配置 2 
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まず、対象とする事象を構成する確率変数の集合を｛x1, x2, … , xn｝、




①P(x1, x2, … , xn)を表す非循環有向グラフである。 





fig.7-1（文献 9 より引用）はベイジアンネットワークの一例を、tab.7-1 はその条件付き確率表の例
を示している。fig.7-1 のネットワークは、7 つの確率変数(a, b, c, d, e, f, g)間の関係性を示しており、
例えば、f は、その親ノードである a を条件として生じる事象であり、f が生起する確率は P( f｜a )と
表わされる。つまり、このネットワークには P(a), P( f｜a), P( b｜a), P( c｜b), P( d｜b ), P( e｜c, d ), 




d=0 d=1 d=0 d=1
e=0 0.3 0.6 0.2 0.1
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て、各変数間の依存関係を定量的に分析することが可能となる。 
このとき、ベイジアンネットワークでは、確率的な評価の方向を有向リンクの方向に限定しないた








データからのベイジアンネットワークの構造学習とは、学習データセットを D={ v1, … vm }、非循環
有向グラフを G、ノード数が n である非循環有向グラフすべてを要素とする集合を Gnとすると、次の
ような非循環有向グラフ G*を求めることである 11。 
G*= arg max f (G:D)12, G∈Gn 






このような G*を求める問題は NP 完全である 13ため、ヒューリスティクスによる発見的な構造学習
方法を用いることが有効であり、一般には、構造探索アルゴリズムを用いて計算機上で解の探索をし
ていくことになる。構造探索アルゴリズムについては、さまざまな方法が研究されている 14,15,16 が、








































































































ない場合には、③行動なしとして 3 つに分類する。 
滞留継続時間 
広場内の場所における人間行動を、平均滞留継続時間ごとに①滞留なし②滞留 10 秒未満、③滞留
10 秒以上１分未満、④滞留 1 分以上に分類する。 
滞留回数 
広場内の場所に入ってから出るまでに行われた滞留の平均回数ごとに①滞留なし、②滞留 1 回、③

























































や離れる部分や(主体の 5 歩以内)、流動経路内で後戻りの部分を持つ人間行動(tab.7-3 (b))、③同一の
tab.7-2 各出入口の使用回数および寄り道の回数 
あり ややあり なし あり ややあり なし
1-1 7 2 5 7 0 0 5-5 1 0 1
1-2 4 1 3 4 0 0 5-6 1 1 0
1-5 1 0 1 5-8 1 0 1
1-6 1 0 1 5-11 1 0 1
1-7 4 2 2 0 1 3 6-14 1 1 0
1-8 103 60 43 0 5 98 6-15 11 10 1 2 0 9
1-9 5 5 0 0 0 5 7-7 4 0 4 4 0 0
1-10 2 0 2 7-8 4 0 4 0 1 3
1-11 41 30 11 0 10 31 7-10 2 1 1
1-12 2 2 0 7-11 5 0 5 0 0 5
1-14 12 10 2 0 1 11 7-12 1 1 0
1-15 8 6 2 2 3 3 7-13 1 1 0
2-2 11 1 10 11 0 0 7-14 2 2 0
2-8 2 1 1 7-15 2 2 0
2-11 2 2 0 8-8 10 2 8 10 0 0
2-15 2 2 0 8-9 5 2 3 0 1 4
3-3 3 0 3 3 0 0 8-10 3 1 2 3 0 0
3-7 2 0 2 8-11 29 15 14 0 5 24
3-8 54 24 30 1 5 48 8-12 5 5 0 0 0 5
3-9 2 2 0 8-13 1 0 1
3-11 7 6 1 0 1 6 8-14 2 2 0
3-13 1 0 1 8-15 62 38 24 1 10 51
3-14 7 7 0 0 0 7 11-11 3 3 0 3 0 0
3-15 4 2 2 2 0 2 11-15 23 15 8 0 0 23
14-15 1 0 1
15-15 4 2 2 4 0 0










(a)分類① (c)分類③ (b)分類② 
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fig.7-4 分類の例 
(a) 蹴上高 (b) 日陰 
出入口を用いる人間行動(tab.7-3 (c))を寄り道の経路を持つ人間行動として定義し、①③を寄り道あり
の人間行動、②をやや寄り道ありの人間行動、そのほかを寄り道なしの人間行動と呼ぶことにし、寄




























のときには日陰なしとした。fig.7-4 (b) に 12:00～13:00 のある時刻における日陰の位置を示す(日陰あ




















の 2 つに分類する。 
経路距離 
入口から出口までの距離を、主要経路の距離によって、①距離 X(同一の出入口を使用)、②距離 S(経



















































小階段１ なし なし L なし 流動のみ 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 経路上 1－8 隣接 その他 10～11 ややあり 滞留なし
大階段１ なし なし H なし 滞留あり 10秒未満 1 なし 2 60秒以上 隣接 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 隣接位置
樹木１ あり なし H あり 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 その他 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
小階段２ なし なし L なし 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 その他 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
大階段２ なし なし H なし 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 その他 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
樹木２ あり なし H あり 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 その他 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
小階段３ なし なし L なし 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 その他 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
大階段３ なし なし H なし 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 その他 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
平地１ なし なし X なし 流動のみ 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 経路上 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
プール なし なし X なし 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 隣接 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
平地２ なし なし X なし 流動のみ 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 経路上 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
平地３ なし なし X なし 流動のみ 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 経路上 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
校舎前広場 なし あり X なし 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 経路上 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
校舎前出入口 なし なし X あり 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 隣接 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
広場前階段１ なし なし L なし 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 経路上 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
広場前階段２ なし あり L あり 滞留あり 60秒以上 1 なし 2 60秒以上 経路上 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 経路上
広場前階段３ なし なし L なし 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 経路上 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
平地４ なし なし X なし 流動のみ 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 経路上 1－8 その他 隣接 10～11 ややあり 滞留なし
平地５ なし なし X なし 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 その他 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
平地６ なし なし X なし 行動なし 滞留なし 0 なし 2 60秒以上 その他 1－8 その他 その他 10～11 ややあり 滞留なし
広場内の他の場所との関係性を含む場所広場内の場所と人間行動 広場外との関係性を含む場所と人間行動















P(A)と、事象 B が観測され値 n に固定された場合の事象 A の事
後確率 P(A｜B=”n”)との比である、「P(A｜B=”n”)／P(A)」の値
を指す。したがって、感度>1 の場合には、事象 B が事象 A に対






























































































なし 0.09 -0.05 0.00 0.06 0.04 -0.36 0.00 -0.05 -0.06
あり -0.86 0.48 -0.03 -0.59 -0.40 3.34 -0.03 0.46 0.55
なし 0.02 -0.38 0.03 -0.39 -0.41 -0.37 0.02 -0.39 -0.39
あり -0.91 15.01 -0.98 15.17 15.81 14.28 -0.97 15.08 15.06
低い 0.23 0.05 0.00 0.16 0.11 -0.20 0.00 0.05 0.04
高い -0.68 -0.18 0.01 -0.51 -0.39 0.60 0.01 -0.18 -0.15
なし 0.30 0.09 -0.01 0.22 0.19 -0.26 -0.01 0.09 0.07
なし 0.06 -0.05 0.00 0.05 0.03 -0.31 0.00 -0.05 -0.06
あり -0.12 0.10 -0.01 -0.11 -0.07 0.68 -0.01 0.10 0.12
経路上 3.21 1.88 -0.12 2.70 2.22 0.30 -0.12 1.91 1.73
近い -0.17 0.68 -0.04 0.32 0.12 2.15 -0.04 0.69 0.69
遠い -0.88 -0.68 0.04 -0.84 -0.66 -0.52 0.04 -0.69 -0.64
近い 1.72 2.53 -0.16 2.65 2.34 2.61 -0.16 2.54 2.42
遠い -0.26 -0.38 0.02 -0.40 -0.36 -0.39 0.02 -0.39 -0.36
近い 2.00 2.45 -0.15 2.56 2.25 2.56 -0.16 2.45 2.33
遠い -0.29 -0.35 0.02 -0.37 -0.32 -0.37 0.02 -0.35 -0.34
なし -0.04 -0.01 0.00 -0.03 -0.02 0.05 0.00 -0.01 -0.01
あり 0.12 0.02 0.00 0.11 0.08 -0.17 0.00 0.03 0.01
am 0.09 0.02 0.00 0.07 0.05 -0.10 0.00 0.02 0.01
pm -0.07 -0.01 0.00 -0.06 -0.04 0.08 0.00 -0.02 -0.01
1-1 -0.56 -0.10 0.01 -0.33 -0.22 0.35 0.01 -0.11 -0.08
1-2 -0.02 -0.01 0.00 0.07 0.05 -0.20 0.00 0.00 -0.01
1-7 0.64 0.11 -0.01 0.25 0.18 -0.14 -0.01 0.11 0.09
1-8 0.66 0.11 -0.01 0.26 0.18 -0.15 -0.01 0.12 0.10
1-9 0.28 0.07 0.00 0.16 -0.11 0.00 0.07 0.06
1-11 0.30 0.07 -0.01 0.17 0.13 -0.12 0.00 0.08 0.07
1-14 -0.02 -0.01 0.00 0.07 0.05 -0.20 0.00 0.00 -0.01
1-15 -0.02 -0.01 0.00 0.07 0.05 -0.20 0.00 0.00 -0.01
2-2 -0.58 -0.10 0.01 -0.33 -0.22 0.35 0.01 -0.11 -0.09
3-3 -0.56 -0.10 0.01 0.03 -0.40 0.24 0.01 -0.11 -0.08
3-8 0.67 0.11 -0.01 0.26 0.18 -0.15 -0.01 0.12 0.10
3-11 0.28 0.07 0.00 0.16 0.12 -0.11 0.00 0.07 0.06
3-14 0.28 0.07 0.00 0.16 0.12 -0.11 0.00 0.07 0.06
3-15 0.29 0.07 0.00 0.17 0.12 -0.12 0.00 0.08 0.07
6-15 0.28 0.07 0.00 0.16 0.12 -0.11 0.00 0.07 0.06
7-7 -0.57 -0.10 0.01 -0.33 -0.22 0.35 0.01 -0.11 -0.08
7-8 -0.01 0.00 0.00 0.07 0.05 -0.19 0.00 0.00 -0.01
8-8 -0.58 -0.10 0.01 -0.33 -0.22 0.35 0.01 -0.11 -0.08
8-9 -0.02 0.00 0.00 0.07 0.05 -0.20 0.00 0.00 -0.01
8-11 -0.02 -0.01 0.00 0.08 0.05 -0.20 0.00 0.00 -0.01
8-12 -0.02 0.00 0.00 0.07 0.05 -0.20 0.00 0.00 -0.01
8-15 -0.02 -0.01 0.00 0.07 0.05 -0.20 0.00 0.00 -0.01
11-11 -0.55 -0.10 0.01 -0.32 -0.21 0.34 0.01 -0.11 -0.08
11-15 -0.02 -0.01 0.00 0.07 0.05 -0.20 0.00 0.00 -0.01
15-15 -0.56 -0.10 0.01 -0.33 -0.22 0.35 0.01 -0.11 -0.08
x -0.58 -0.11 0.01 -0.34 -0.22 0.36 0.01 -0.12 -0.09
S -0.02 -0.01 0.00 0.08 0.05 -0.20 0.00 0.00 -0.01
M 0.30 0.08 -0.01 0.18 0.13 -0.12 0.00 0.08 0.07

































































的に 60 秒未満および 10 秒未満の場合よりも高く、主体の使用出入口がわかれば、その主体が広場内
の場所で行う滞留時間を予測できる可能性を示唆している。また、経路距離に関しては、同一の出入






























































なし 0.01 0.01 -0.01 0.00 0.00
あり -0.10 -0.06 0.09 -0.01 0.02
なし 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
あり 0.04 0.03 -0.04 0.01 -0.01
低い 0.01 0.01 -0.01 0.00 0.00
高い -0.03 -0.01 0.02 0.00 0.01
なし 0.01 0.00 -0.01 0.00 0.00
なし 0.14 0.05 -0.11 0.00 0.00
あり -0.29 -0.11 0.24 0.00 0.01
経路上 0.19 0.20 -0.25 0.04 -0.09
近い 0.13 0.05 -0.11 0.01 -0.03
遠い -0.08 -0.07 0.09 -0.02 0.03
近い 0.00 0.00 0.00 0.00 -0.01
遠い 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
近い -0.04 0.02 0.01 0.01 -0.01
遠い 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00
なし -0.06 -0.02 0.05 -0.04 0.08
あり 0.21 0.07 -0.17 0.12 -0.26
am 0.62 0.23 -0.50 0.00 -0.01
pm -0.48 -0.18 0.39 0.00 0.00
1-1 -0.94 -0.01 0.50 0.45 -0.96
1-2 -0.92 -0.94 1.21 0.10 -0.20
1-7 -0.89 1.82 -0.94 -0.26 0.56
1-8 0.46 0.31 -0.48 0.46 -0.98
1-9 3.06 -0.89 -0.92 0.42 -0.90
1-11 0.75 0.18 -0.53 0.46 -0.97
1-14 1.86 -0.95 -0.25 -0.02 0.05
1-15 -0.91 0.92 -0.23 -0.51 1.07
2-2 -0.98 -0.69 1.04 0.17 -0.37
3-3 -0.92 -0.95 1.22 -0.02 0.05
3-8 -0.32 0.60 -0.29 -0.10 0.20
3-11 3.06 -0.89 -0.92 0.42 -0.90
3-14 3.06 -0.89 -0.92 0.42 -0.90
3-15 1.13 -0.92 0.12 -0.26 0.56
6-15 -0.84 1.76 -0.92 -0.95 2.01
7-7 -0.94 0.48 0.12 0.10 -0.21
7-8 -0.84 1.76 -0.92 -0.95 2.01
8-8 0.24 -0.56 0.30 -0.58 1.22
8-9 -0.89 1.82 -0.94 -0.26 0.56
8-11 0.27 -0.14 -0.04 0.25 -0.54
8-12 3.21 -0.94 -0.96 0.45 -0.95
8-15 1.59 -0.39 -0.53 -0.12 0.25
11-11 -0.89 1.82 -0.94 -0.26 0.56
11-15 -0.93 -0.27 0.70 -0.63 1.33
15-15 -0.92 0.00 0.49 -0.02 0.05
x -0.67 -0.25 0.54 -0.04 0.08
S 0.29 -0.14 -0.05 -0.10 0.21
M 1.25 -0.16 -0.53 0.18 -0.37
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午前の場合には 60 秒未満となる確率が高くなる。 
また、経路距離が S もしくは M の場合は、全体滞留時間が 10 秒未満となる確率が高く、経路距離













































































なし 0.02 0.02 -0.02 0.06 -0.29 -0.09
あり -0.17 -0.16 0.19 -0.51 2.54 0.81
なし 0.00 0.00 0.00 -0.41 -0.27 -0.48
あり 0.15 -0.13 -0.04 16.18 10.53 18.74
低い -0.01 0.08 -0.09 0.17 -0.04 -0.16
高い -0.13 -0.14 0.15 -0.75 0.64 0.31
なし 0.03 0.04 -0.04 0.41 -0.42 -0.12
なし 0.10 -0.01 -0.06 0.06 -0.27 -0.12
あり -0.21 0.02 0.14 -0.12 0.57 0.26
経路上 0.46 0.47 -0.53 4.04 -0.84 -0.84
近い 0.17 0.17 -0.19 -0.87 5.82 -0.77
遠い -0.17 -0.17 0.19 -1.00 -0.97 0.40
近い -0.03 -0.12 0.08 1.86 2.24 -0.62
遠い 0.01 0.02 -0.01 -0.36 -0.43 0.12
近い -0.03 -0.06 0.05 2.16 1.86 -0.67
遠い 0.01 0.01 -0.01 -0.38 -0.32 0.12
なし -0.19 -0.03 0.14 -0.08 0.08 0.11
あり 0.64 0.10 -0.49 0.29 -0.27 -0.37
am 0.47 -0.06 -0.30 0.18 -0.18 -0.26
pm -0.36 0.05 0.23 -0.14 0.14 0.19
0.4875 -0.95 -0.93 1.07 -0.40 0.34 0.71
1.2049 -0.97 -0.95 1.09 0.08 0.33 0.04
-0.926 0.50 1.37 -0.95 0.27 -0.16 -0.60
-0.471 0.70 1.14 -0.99 0.24 -0.24 -0.50
-0.874 1.81 -0.80 -0.91 0.45 -0.73 -0.55
-0.509 0.88 0.83 -0.98 0.07 -0.26 -0.24
-0.239 1.97 -0.93 -0.97 0.48 -0.79 -0.58
-0.219 0.00 -0.93 0.41 -0.11 -0.03 0.29
-0.967 -0.99 -0.98 1.12 -0.41 0.35 0.74
1.1982 -0.95 -0.93 1.07 -0.40 0.34 0.71
-0.295 0.88 0.49 -0.83 0.28 -0.29 -0.53
-0.877 1.82 -0.81 -0.91 0.40 -0.60 -0.61
-0.874 1.81 -0.80 -0.91 0.45 -0.73 -0.55
0.1127 -0.93 -0.90 1.04 -0.39 0.33 0.68
-0.877 -0.87 -0.81 0.96 -0.36 0.31 0.63
0.1265 -0.97 -0.95 1.09 -0.41 0.35 0.71
-0.877 -0.87 3.46 -0.91 0.13 0.31 -0.54
0.3003 -0.98 -0.97 1.11 -0.41 0.35 0.73
-0.924 1.93 -0.89 -0.95 0.47 -0.78 -0.57
-0.058 0.34 1.70 -0.99 0.09 -0.09 -0.33
-0.932 1.93 -0.89 -0.95 0.47 -0.78 -0.57
-0.53 -0.97 2.83 -0.56 0.02 0.35 -0.32
-0.926 -0.93 -0.90 1.04 -0.39 0.33 0.68
0.6666 -0.20 -0.95 0.56 0.55 0.06 -0.67















































































































































本章では 6 章で設定した T(i)の構造を整える。 
T(i)：環境セルの特徴を示す変数を(x1, x2,…, xn)で与える。たとえば、x1 =「建築物」、x2 =「床」、x3 =
















を表す SS(i)、滞留位置を表す Sx,y(i)を設定する。 
Start(i)：エージェント Agt(i)の出発位置として選択した出入口の番号を表す。出入口 1 から出発すれ










SS(i)が true の値となる。それ以外の場合は、SS(i)は false の値をとる。 
Sx,y(i)：エージェント Agt(i)が滞留する位置である。n,m を 0 を含める自然数として、(n, m)の形で表
すことができる。 
















































1step(1 エージェントが 25cm 前進)を 1 秒として設定し、各エージェントに全体滞留時間を設定し、
10 秒未満は 1～9step、60 秒未満は 10～59step、60 秒以上は、60～600step を設定する。 
④エージェントの距離帯の設定 






































1 2 3 7 8 9 11 12 14 15
1 0.11 0.47 0.02 0.13 0.17 0.32 0.01 0.01 0.72 0.00
2 0.00 0.47 0.02 0.13 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00
3 0.00 0.01 0.02 0.13 0.25 0.01 0.01 0.01 0.24 0.00
6 0.00 0.01 0.02 0.13 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.12
7 0.00 0.01 0.02 0.13 0.00 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00
8 0.55 0.01 0.02 0.13 0.08 0.63 0.01 0.92 0.01 0.25
11 0.11 0.01 0.02 0.13 0.25 0.01 0.92 0.01 0.01 0.49





1 2 3 7 8 9 11 12 14 15
1 0.25 0.25 0.00 0.33 0.06 0.13 0.13 0.13 0.13 0.01
2 0.00 0.74 0.00 0.00 0.00 0.13 0.13 0.13 0.13 0.01
3 0.00 0.00 0.27 0.00 0.25 0.13 0.13 0.13 0.13 0.01
6 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.13 0.13 0.13 0.13 0.01
7 0.00 0.00 0.00 0.65 0.06 0.13 0.13 0.13 0.13 0.01
8 0.13 0.00 0.54 0.00 0.37 0.13 0.13 0.13 0.13 0.01
11 0.49 0.00 0.09 0.00 0.25 0.13 0.13 0.13 0.13 0.01




















































1-7 2回以上 なし(25%) ややあり(75%)
1-8 10秒未満(60%) 60秒未満(40%) 1回 なし(35%) ややあり(65%)
1-9 1回
1-11 10秒未満(80%) 60秒未満(20%) 1回 なし(50%) ややあり(50%)
1-14 任意回数
1-15 2回以上
3-8 2回以上 なし(65%) ややあり(35%)
3-11 1回
3-14 1回









7-7 60秒未満(80%) 60秒以上(20%) 1回
































































滞留する場所を選択し始めるのは、毎 step30%の確率で SS(i)が true の値となったときである。 
SS(i)が true の値となったとき滞留する場所の候補となる Env(j)の条件は、 
 
(i) SP(i) =「寄り道なし」の場合 
Sx,y(i) = s(i, t) 
となる。つまりその場で立ち止まる。 
 
(ii) SP(i) =「寄り道ややあり」の場合 
d(Agt(i), Env(j)) ≦個体距離 
かつ、 
A(j) = A(i) 
もしくは 
T(i) = 「大階段」、「樹木」、「日陰」、「出入口付近」 
である Env(j)の位置を Sx,y(i)とする。複数の環境セルが条件を満たすときは、特に A(j) = A(i)とな
っている Env(j)の位置を優先的に選択する。 
 
(iii) SP(i) =「寄り道あり」の場合 
d(Agt(i), Env(j)) ≦社会距離 
かつ、 
A(j) = A(i) 
もしくは 
T(i) = 「大階段」、「樹木」、「日陰」、「出入口付近」 





s(i, t)＋s(i ,t+1)=0 (滞留している) 
もしくは、s(i, t)＋s(i ,t+1)≧1 (流動している) 
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このモデルでは、エージェント Agt(i)のシミュレータ空間に入ってから出るまでの全体的な行動傾向(全
















































































































































































              
1 ベイズの定理とは、2 つの確率事象 A, B について、A が起こる確率を P(A), B が起こる確率を P(B)とすると
き、次の(式 a)および(式 d)( ベイズの公式 Bayes’ formula)が成立することを言う。 
              (式 a) 
(式 a)は確率の乗法定理から導くことができる。事象 A, B の同時確率(joint probability)の分布を、ここでは P ( A
∩B )と表すとすると、P ( A∩B )は、次の 2 通りに表すことができる。 
P (A∩B )=P ( A｜B )P (B )   (式 b) 
P ( A∩B )=P ( B｜A )P (A )   (式 c) 
このとき(式 b), (式 c)の右辺は等号で結ぶことができるので、 
P ( A｜B )P (B ) =P (B｜A )P (A ) 
            すなわち、   
このとき、                 より、(式 a)は次のように書きかえることができる。 
               (式 d) 
P (A ) は事前確率と呼ばれ、P ( A｜B )は事後確率と呼ばれる。田中和之: ベイジアンネットワークの統計的推論
の数理, コロナ社, pp.20-23, 2009.10. 
2 不確実性をもつ事象についての確率演算については、R.T.Cox: Probability, frequency and reasonable 
expectation, American journal of physics, 1946 を参照のこと。なお、合理的人間の主観確率はコルモゴロフの公
理系を満たす(確率の完全加法性を除く)。また、不確実性の尺度が満たすべき性質や公理については F.P.Ramsey: 
Truth and Probability, The Foundations of Mathematics and Other Logical Essays. , Routledge and Kegan 
Paul, London. pp.156-198, 1931.などにおいて提案されている。 
3 今、赤と青の 2 つの箱があり、赤の箱にはりんごが 2 個とみかんが 6 個、青の箱にはりんごが 3 個とみかんが























60↑ 60↓ 滞留 流動 滞留 流動
11時 30 25 5 34 48 55 52
14時 38 12 13 33 61 50 55
11時 27 23 6 28 51 50 52
14時 28 14 9 46 26 42 67
11時 32 11 12 21 44 43 46
14時 55 9 23 56 103 64 63
11時 19 25 4 21 30 44 56
14時 28 16 14 27 33 44 55
11時 32 16 2 32 68 48 46
14時 39 9 12 22 39 48 48
11時 17 40 4 10 51 57 47
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ぶ選び方に癖があり、赤の箱を 40%、青の箱を 60%の確率で選ぶというデータがあらかじめ与えられているとす
る。なおこの人は一旦箱を選んだら、箱の中の果物は分け隔てなく同じ確からしさで選ぶとする。このとき箱を


















計による確率推論における利点である。C.M.ビショップ, 元田浩ら(訳): パターン認識と機械学習［上］, 丸善出
版, pp.11-24, 2012.1. 
4 繁桝算男: ベイズ統計入門, 東京大学出版会, 1985.05. 
5 ベイジアンネットワークの一般的意味について考える。そこで試行の結果得られたデータ(Data)を D, そのデ
ータを支えている仮定(Hypothesis)を H とすると、ベイズの定理は(式 e)のように書くことができる。 
               (式 e) 
つまり左辺 )( DHP ｜ は、データ D が得られた時の仮定が H である確率を求めることとなり、その意味で、ベイ
ズの定理における(式 e)は原因の確率を表すものであるとも捉えられている。一般には仮定に対する結果について
の確率 P (H｜D )が必要とされるが、ベイズの定理によって、実験などからある仮定においてデータが観測される
確率 P (D｜H ) が得られれば、P (H｜D )を求めることが可能となる。つまりベイズの定理は、結果に対する原因
の確率を与える式であり、帰納的推論のための式であるともいうことができる。つまりベイジアンネットワーク
は、こうした原因と結果を結びつけるベイズの定理の応用であり、条件付き確率を用いて各事象同士の関係性を
帰納的に推論するためのネットワークであると捉えることができる。松原望: 入門ベイズ統計, 東京図書, 2008, 
前掲書 4 
6 D.Heckerman: A Tutorial on Learning with Bayesian Networks, Technical Report, MSR-TR-95-06, 
Microsoft Research, pp.1-2, 1996.11. 
7 石垣司, 本村陽一, 竹中毅: ベイジアンネットワーク, オペレーションズリサーチ, 55 巻, 9 号, オペレーショ
ンズリサーチ学会, pp.584-585, 2010.9. 
8 J. Pearl, et al: Bayesian Networks, the Handbook of Brain Theory and Neural Networks 2nd edition, MIT 


























9 N.L.Zhang, et al: A simple approach to Bayesian network computations, Proc. of the 10th Canadian 
Conference on Artificial Intelligence, pp.16-22, 1994. 





















ijkij NN  
(Nijは変数 i の親ノード集合が j 番目のパターンであるとき、変数 i に対して k 番目の値を取る時のデータ数) 
R.R.Bouckaert: Bayesian Network Classiers in Weka, http://weka.sourceforge.net/manuals/weka.bn.pdf (参照
2013.02.10) 
11 J.A. Gámez et al: Learning Bayesian networks by hill climbing: efficient methods based on progressive 
restriction of the neighborhood, Data Mining and Knowledge Discovery, 22, pp.106–148, 2011.1. 
12 arg max は数学記号の 1 つ。argument of maximum に由来し、独立変数(argument)x のもとでの関数 f(x)
について、arg max f(x)は、与えられた関数 f(x)が最大値を取る場合の独立変数の集合を示す。 
13 D.M. Chickering: Learning Bayesian network is NP complete, in Learning from Data, Artificial 
Intelligence and Statistics, V, pp.121-130, Springer Verlag, 1996.5. 
14 W. Buntine: Theory refinement on Bayesian networks, Proc. of the 7th Conference on Uncertainty in 
Artificial Intelligence, pp.52-60, 1991.7. 
15 W. Buntine: A guide to the literature on learning probabilistic networks from data, IEEE Trans. on 
Knowledge and Data Engineering, 8, pp.195–210, 1996.4. 
16 D.M. Chickering: Learning equivalence classes of Bayesian-network structures, Journal of Machine 
Learning Research, 2, pp.445–498, 2002.2. 
17 Hill-climbing は、コンピュータでの処理上の便宜と、良好な探索結果とのバランスがよいためによく使われ
るアルゴリズムである。前掲書 14,15,16 
18 本章でのベイジアンネットワークの構造学習において hill-climbing を用いた理由としては、hill-climbing が
局所探索法ではあるものの実際には良好な推測結果をもたらすこと 20、実際に構築されたネットワークが理解し
やすかったことがある。 








tab.7-11 Hill-climbing アルゴリズム概略 
D: 学習データセット 
G0: 初期設定としての非循環有向グラフ（本論では空グラフ） 











20 N. Friedman et al: Learning Bayesian Network Structure from Massive Datasets: The “Sparse 
Candidate” Algorithm, Proc. 15th Conf. on Uncertainty in Artificial Intelligence, pp.206-215, 1999.8. 
21 あるデータベースDにおける、構造がBsであるベイジアンネットワークのK2metric(QK2と表す)はBayesian 




(Nij：変数 i の親ノード集合が j 番目のパターンであるとき、変数 i に対して k 番目の値を取る時のデータ数) 
R.R.Bouckaert: Bayesian Network Classiers in Weka, http://weka.sourceforge.net/manuals/weka.bn.pdf (参照
2013.02.10) 
22 将来の予測精度に関する評価スコアについては、今もなお研究が続けられており、本研究で使用する
K2metric の他に AIC、MDL、BDeu 等が提案されている。ここで K2metric を用いた理由としては、K2metric
によって構築されたネットワークが理解しやすかったことが挙げられる。(AIC)H. Akaike: A new look at the 
statistical model identification, IEEE Transactions on Automatic Control, 19(6), pp.716–723, 1974.12., 
(MDL)J. Rissanen: Stochastic complexity and modeling, The Annals of Statistics, 14(3), pp.1080–1100, 
1986.12., (BDeu)D. Heckerman, et al: Learning Bayesian networks: The combination of knowledge and 
statistical data, Machine Learning, 20, pp.197–243, 1995.9. 
23 使用出入口が 1-2 の場合は流動経路が多様であり、主要経路が定義できなかったため、同一の出入口を用い
る場合同様、常に寄り道ありとした。 
24 調査地に入ってから出るまでを 1 回として、10:00～11:00 にのべ 270 回、12:00～13:00 にのべ 216 回の人
間行動を確認した。うち有効データ 438 回に対し、各人間行動の 21 個の広場内の場所に対する行列データ 9198
行(=438×21(うち 10:00～11:00;5232 件, 12:00～13:00;3969 件))を獲得した。なお滞留を含む人間行動は 98 回で
2058 行(=98×21)。 
25 ベイジアンネットワークの構築および感度分析には、Waikato 大学の Machine Learning Laboratory を中心
に開発されているデータマイニングツールである Weka (Waikato Environment for Knowledge Analysis) 3.6.6
を使用する。 
26 Jensen, F. V.: An Introduction to Bayesian Networks, University College London Press, 1996.8. 
27 建築・都市空間の設計への応用の観点から、建築・都市空間の人間行動への確率的な影響について、なるべ
く多くの要素を抽出し検討するべく、(感度－1)の値が 0.2 以上の場合には「感度が高い」として分析する。 
28 tab.7-4、tab.7-5 の各列の値は、[{P(人間行動｜環境記号=”観測値”)／P(人間行動)}－1]、の値(=感度－1)
を示している。例えば、tab.7-4 内「行動種類」が「流動のみ」の「蹴上高」が「低い」場合に対する(感度－1)






フ構造）、f (G:D):= f’(G’:D)（操作適用後のグラフ構造のスコア）とする。 
４．２～３をスコア f (G:D)が向上しなくなるまで繰り返す。 
 132 
30 実験的に、個体距離を 10 セル、社会距離を 20 セルとして設定する。距離帯の大きさの検討は今後の課題と
する。 
31 前章までとの対応から視野自体は 120°としたが、滞留位置を探索する際には、一旦辺りを 360°見回すこ
とのできる設定とした。 
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８ 聞き取り調査における発話分析に基づく人間行動の記号過程の解読 
本章では、調査地で滞留中の人に、なぜ広場において滞留しているのかについて直接尋ねる聞き取


































精華大学天ヶ池周辺において 2012 年 5 月 21 日～24 日の 11 時～15 時に、広場に座っている人もしく















調査員の人数は、2012 年 5 月 21 日 1 名、22 日 3 名、23 日 1 名、24 日 2 名で行い、調査対象者(1
名もしくは複数名)につき、1 名の調査員が聞き取り調査を行う(fig.8-3)。具体的には、あらかじめ用意











































































1. 基本情報：職業(学年), 一緒に滞留している人の人数, 性別 
2. 広場を選ぶ理由：なぜ広場に来たのかについて、他の場所ではなく特に広場を選んだ理由を尋ねる 
3. 広場に来る前にいた場所：広場に来る前にどこにいたかについて尋ねる 
4. 3 との関連から、その後に広場を選んだ理由を尋ねる 
5. 広場にくる頻度：週に何回程度くるのかについて尋ねる 
6. 広場でよくすること：4.で広場に頻繁に来ると答える場合によくすることを尋ねる。 






21 0 0 0 20.7 25.8 17.2 58 2.6 晴後曇
22 0.5 0.5 0.5 19.4 25.6 15.8 69 1.5 曇後時々雨
23 -- -- -- 19.3 26.6 12.8 46 2.2 晴後曇
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日
降水量(mm) 気温(℃)



























































fig.8-4 調査シート fig.8-5 全滞留位置 
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分節の単位として「語」を設定したら、発話内容の全体像を捉えるべく、発話された語を集計する。
そこで、各語について、発話した人の人数を集計する(一人の調査対象者が 1 つの質問項目に対して同
じ語を複数回発話していたとしても、その語の発話回数は 1 回と数える)。 
次に、語同士の関係性を把握するべく、共起ネットワークを作成する。本報では、語 A と語 B が共
起する、とは、一つの質問項目に対するある一人の人の発話内容に同時に語 A、語 B が現れることを
指し、共起ネットワークとは、発話内容を構成する各語をノードとした語同士の関係性を表すネット
ワーク図のことを示す。ネットワークの算出には、テキストマイニングのためのソフトウェアである
KHCorder を用い、語同士の共起関係の指標である共起度としては Jaccard 係数を用いる。Jaccard
係数は語Ａと語Ｂの共起の度合い（共起度）を表すことのできる指標であり、語 A の出現数を｜A｜、
語 B の出現数を｜B｜とすると、Jaccard 係数(j(A,B))は、j(A,B)＝｜A∩B｜/｜A∪B｜と表すことが
できる。なお、Jaccard 係数の性質上、共起度を考慮する際に Jaccard 係数が極端に高い値となるこ
とを防ぐため、5 回以上の語のみを対象としてネットワークを作成する。 
また、共起ネットワークは、Jaccard 係数が 0.23 以上のノード同士をエッジ(edge)で結んで描画し
(Jaccard 係数を 0.23 未満に設定すると、ほとんど全ての語が共起関係にあるされるため、Jaccard 係
数 0.23 を採用する)、fig.8-6 では、Jaccard 係数が 0.23 未満の語は描画されていない。 
以上の条件のもと、5 回以上発話のあった語に対して共起ネットワークを作成し(fig.8-6)、作成した























１．機能語で、他の語に対する各 Jaccard 係数が全て 0.23 未満の場合は、特に強い従属関係にある特定の内
容語を持たず、本報では扱わない。（扱わない例：「今日」、「やっぱり」、「いつでも」、「なんとなく」）(Jaccard
係数を 0.23 未満に設定すると、ほとんど全ての語が共起関係にあるされるため、Jaccard 係数 0.23 を採用す
る。) 



















































































































































































































来る 52 5 177.17
いい良い好き 39 5 145.42
食べる 39 6 163.50
ご飯 31 3 0.00 0.000
人 28 4 192.75
授業 26 3 87.00
昼 25 3 0.00 0.000
食堂 24 1 0.00 0.000
天気・気温 23 4 61.33
噴水・水・池 22 3 40.00
座る 21 4 170.83
混む 19 2 44.00
広い・開放的 19 6 114.33
イベント 18 1 0.00 0.000
外(屋外) 17 1 0.00 0.000
気持ちがいい 16 4 267.58
近い 16 1 0.00 0.000
場所 15 2 92.08
時間 11 1 0.00 0.000
静かで 10 1 0.00 0.000
落ち着く 10 3 5.67
時間をつぶす 10
理由 10
音 9 5 81.17
友達・知り合い 9
休み時間 9
中(屋内) 8 2 0.00 0.000
暇だ 8
多い 8 1 0.00 0.000
教室 8
少ない 8 5 304.00





出る 7 2 0.00 0.000




広場 5 1 0.00 0.000

























近い 26 3 90.67
人 23 3 405.00
陰 21 3 0.50
いい良い好き 19 2 15.42
樹木 17 4 126.50
座る 16 2 126.00
太陽・日 11 2 0.00 0.000
下 11 2 0.00 0.000
天気・気温 10 2 0.00 0.000
視線 9 4 138.00
理由 9
場所 8 1 0.00 0.000
階段 8
落ち着かない 8 3 95.00
噴水・水・池 8
友達・知り合い 8
いつも 8 2 164.00
イベント 7 1 0.00 0.000
来る 7 1 0.00 0.000
行く 7 1 0.00 0.000
通る 7 3 251.00
面倒・大変 7 3 3.00
上り下り 7 3 3.00
空く 7 1 0.00 0.000
いっぱい・多い 6
落ち着く 5 2 0.00 0.000
嫌い 5 1 0.00 0.000
真ん中 5 2 44.00
端・隅 5 1 0.00 0.000
すぐ 5 2 86.00





























































































































































































































































































































































































































































































































































































fig.8-8 4 日目のイベントの様子 




































ロジスティック回帰モデルとは、説明変数群を x =(x1, x2, x3, … xn)とするとき、ある事象の生起確率
Pp(y)を目的変数とし、その現象の生起を説明する変数群 x =(x1, x2, x3, … xn)との間の関係が次のロジス
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 ロジスティック関数は、人口増大および自触媒化学反応の過程の描写を目的として、天文学者から





として、次の 3 つがある 11。 
1. 目的変数にカテゴリカルデータを用いることができる点 
2. ロジスティック関数の値域が 0 以上 1 以下であるため、確率の
推定に利用しやすい点 


















前章までの分析結果から、語群(w1, w2, ..., wn )が指し示す環境記号と、調査対象者の目的・状況と


































までの距離(fig.8-10 の滞留者 2 参照) 
池からの距離(e3) 
発話時における滞留位置から池(池の中心点に代表させる)までの距離(fig.8-10 の滞留者 2 参照) 
蹴上高(e4) 
発話時の滞留位置における階段の蹴上高(蹴上高を、平地を含め、1)平地, 2)20cm 前後, 3)40cm 前後
の 3 種に分ける) 
通路階段 A からの距離(e5) 
発話時における滞留位置の通路階段 A(fig.8-10 の滞留者 1 参照)からの距離 
通路階段 B からの距離(e6) 
発話時における滞留位置の通路階段 B(fig.8-10 の滞留者 1 参照)からの距離(通路階段 C は共線性の
観点から抽出しない) 
高度(e7) 
現在地の高度(一番高度の高い図の上側の高度を 0 とし、以下、蹴上高 20cm 前後の階段を 1 段下り














































を別のモデルを用いて解析をするべく、変数 e1, e4, e7, e9, e11を用いる場合、変数 e5, e6, e8を用いる場
合、変数 e2を用いる場合、変数 e3, e10を用いる場合に分けてロジスティック回帰分析を行う。 




る確率に対し影響を与えているとされている変数は tab.8-6, tab.8-9 に表されている。この場合、語群
「人」は、変数 e1, e4, e7, e9, e11を用いるロジスティックモデルによる回帰分析(tab.8-6)においては「e7
（高度）」が、そして変数 e5, e6, e8を用いるロジスティックモデルによる回帰分析(tab.8-9)において「e3
（池からの距離）」が、それぞれ有意性があるされたことを示している。 
なお、ロジスティック回帰分析における回帰式を、logit(Pr(y))=a+b1x1+b2x2…+bkxk(事象 y が起こる確
率を Pr(y)とする)とするとき、表中における B(回帰係数)が回帰式における bn にあたる。したがって、




























































































tab.8-6 ロジスティック回帰分析の結果 (変数 e1, e4, e7, e9, e11)12 
tab.8-9 ロジスティック回帰分析の結果 (変数 e5, e6, e8)12 
tab.8-7 ロジスティック回帰分析の結果 (変数 e2)12 
tab.8-8 ロジスティック回帰分析の結果 (変数 e3, e10)12 
分類 語群 文脈 下限 上限
人 ＋－ 高度 -0.052 0.034 0.949 0.904 0.996 0.019
友達・知り合い ＋ 前の距離 0.326 0.006 1.386 1.096 1.751 0.007
イベント ＋－ 歩行段数 0.088 0.014 1.092 1.018 1.172 0.015
つれ 1.311 0.032 3.709 1.117 12.317 0.000
高度 -0.101 0.008 0.904 0.839 0.975 0.000
食堂 ＋－ 高度 -0.095 0.009 0.909 0.847 0.977 0.040
眺め ＋ 歩行段数 0.099 0.029 1.104 1.010 1.207 0.044
広場内の状況 p空く ＋ 高度 -0.325 0.017 0.723 0.553 0.944 0.001
回帰式の
有意確率有意確率 Exp(B)








分類 語群 文脈 下限 上限
人間行動 ごはんを食べる ＋ 背後の壁 -0.040 0.025 0.960 0.927 0.995 0.030
通路階段A -0.039 0.049 0.962 0.925 1.000 0.040
通路階段B 0.048 0.021 1.049 1.007 1.093 0.040
黎明館 ＋ 背後の壁 0.085 0.049 1.089 1.000 1.185 0.019










分類 語群 文脈 下限 上限
広場内の状況 階段 ＋ 樹木近い方 0.045 0.023 1.046 1.006 1.088 0.029
黎明館 ＋ 樹木近い方 0.045 0.033 1.046 1.003 1.089 0.042
食堂 ＋－ 樹木近い方 -0.047 0.032 0.954 0.914 0.996 0.013
主体の状況 授業 ＋ 樹木近い方 0.027 0.049 1.027 1.000 1.055 0.050
p樹木 ＋ 樹木近い方 -0.164 0.001 0.849 0.770 0.936 0.000





EXP(B) の 95% 信頼区間発言される語群
広場内の状況
広場外も含む状況
分類 語群 文脈 下限 上限
人間行動 時間をつぶす ＋ 池から 0.057 0.026 1.059 1.007 1.113 0.037
人 ＋－ 池から 0.049 0.001 1.051 1.020 1.083 0.002
友達・知り合い ＋ 池から 0.056 0.040 1.058 1.003 1.116 0.045
黎明館 ＋ 黎明館から -0.106 0.035 0.899 0.815 0.992 0.008
食堂 ＋－ 黎明館から 0.048 0.033 1.049 1.004 1.096 0.008
人間行動 p上り下り － 池から 0.141 0.014 1.152 1.030 1.289 0.001
p人 ＋－ 黎明館から 0.060 0.013 1.062 1.013 1.113 0.006
池から 0.081 0.008 1.085 1.021 1.152 0.001
黎明館から 0.102 0.043 1.108 1.003 1.223 0.001
p空く ＋ 池から 0.122 0.014 1.130 1.025 1.246 0.002
p近い ＋－ 黎明館から 0.064 0.006 1.067 1.019 1.117 0.002
池から 0.084 0.033 1.087 1.007 1.174 0.007













































































































































































2 種類の語群を均等に割り振ったシミュレーションを各 3 回ずつ行う 13。 
行ったシミュレーションの結果のうち、各エージェントの滞留分布および不満度が加算されるとき
にエージェントが滞留できなかった(目標としていた)位置を tab.8-10 に、各語群の組み合わせ毎に３






































































              





ような記号連鎖の一部を表している。C.S.Peirce : Collected Papers of C.S.Peirce, The Beklnap Press, 1978. (CP
は Collected Papers of C.S.Peirce の略。数字は巻、節を示す。) 
3 認知科学の領域において、聞き取り調査などから得られる発話のデータが、認知の過程を説明する有益なデー
タとなることがすでに知られており、滞留に至るまでの過程を説明する発話データを人間行動の記号過程を説明
するデータとすることには妥当性がある。K.Ericsson, H.A.Simon : Verbal reports as data, Psychological Review, 
















tab.8-11 各エージェントの持つ不満度の平均値 16 
 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
① 58 61 54 65 57 59 62 58 57 60 74 60 47 60
② 69 62 66 58 66 63 65 57 62 66 53 44 63
③ 61 69 62 74 62 64 62 62 75 61 42 65
④ 72 75 66 58 59 62 61 69 61 47 65
⑤ 79 54 60 58 68 60 75 54 47 63
⑥ 60 52 64 52 53 79 59 43 58
⑦ 61 56 59 54 80 51 43 68
⑧ 65 58 64 64 57 49 62
⑨ 59 62 75 55 51 67
⑩ 69 79 59 43 65
⑪ E 80 65 72
⑫ 65 43 64
⑬ 34 53
⑭ 74
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係」として位置づけることができ、「記号とその対象との関係」のうち、8.3 では「指標記号」に着目して物理量


















8 丹後俊郎, 山岡和枝, 高木晴良: ロジスティック回帰分析-SAS を利用した統計解析の実際-, 朝倉書店, 1996.6. 
9 高田直樹: ロジスティック回帰分析結果の解釈・利用のための新手法—信用リスク・スコアリングモデルを例に
—, PROVISION 53 号, pp.71-772007.05. 
10 J.S.Cramer : The Origins of Logistic Regression, Tinbergen Institute Discussion Papers, 02-119/4, 
Tinbergen Institute, 2002.12. 




÷49(エージェント間の距離を個体距離の 3 セル分を確保するのに必要なセル数))未満で、かつ 3 回のシミュレー










































































































9 章 結論  165 
分析していく方法の基礎的な枠組みを示している。 
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築学会学術講演梗概集, E-1, pp.897-898, 2011.8 
12 冨田直希, 木曽久美子, 門内輝行: 人間行動に基づいた建築・都市空間のモデル化に関する基礎的研究 その
２, 日本建築学会学術講演梗概集, E-1, pp.899-900, 2011.8 
13* 木曽久美子, 門内輝行: 建築・都市空間における人間行動のモデル化とシミュレーション －建築・都市空間
が誘発する人間行動の記号過程に関する研究（その１）－ ,日本建築学会計画系論文集 , vol.76, No.668, 
pp.1819-1828, 2011.10 
14* Kumiko KISO, Teruyuki MONNAI: Study on Semiosis of Human Behaviors Afforded by Architecture 
and Urban Space Using Multi Agent System, The Proceedings of the 4th World Conference on Design 
Research IASDR 2011, no.308(CD-R), 2011.11. 
15 木曽久美子, 門内輝行: 人間行動の記号過程の確率ネットワークモデルとそれに基づくシミュレーション, 
第 12 回 MAS コンペティション論文集, pp.45-57, 2012.5 
 
182 
16 木曽久美子, 門内輝行:人間行動の記号過程の確率ネットワークモデルとそれに基づくシミュレーション, 日
本建築学会近畿支部研究報告集, 第 52 号, 計画系, pp153-156, 2012.6  
17 伊月 和歩, 木曽久美子,門内輝行: ソルボンヌ広場におけるインタビュー調査に基づいた人間行動の記号過
程に関する研究（その１）, 日本建築学会学術講演梗概集, E-1, pp.869-870, 2012.9 
18 木曽久美子, 門内輝行: ソルボンヌ広場におけるインタビュー調査に基づいた人間行動の記号過程に関する
研究（その２）, 日本建築学会学術講演梗概集, E-1, pp.871-872, 2012.9 
19* 木曽久美子, 門内輝行: 建築・都市空間における人間行動のモデル化とシミュレーション －建築・都市空間
が誘発する人間行動の記号過程に関する研究（その２）－ ,日本建築学会計画系論文集 vol.77, No.680, 
pp.2329-2338, 2012.10 
20** 木曽久美子, 門内輝行: 人間行動の記号過程の解読に基づく建築・都市空間の設計, Design シンポジウム
2012 講演論文集, pp.103-110, 2012.10 
21* 木曽久美子, 門内輝行: 発話分析に基づく人間行動の記号過程の解読とシミュレーション －建築・都市空間
が誘発する人間行動の記号過程に関する研究（その３）－,日本建築学会計画系論文集 vol.78, No.687, 2013.5（掲
載決定） 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Study on the Semiosis of Human Behavior based on Interview Survey 
in Place de la Sorbonne (Part 1) 
ITUKI Kazuho,




人間行動 記号過程 インタビュー調査 
































現地時刻で、2011 年 11 月 6 日(日)11 時から 16 時、11






回答者人数は 41 人で、全回答者のうち 23 人がソルボン









































































Appendix 4 事前研究 
8 章の聞き取り調査による分析は、2012 年 11 月にパリ市内ソルボンヌ広場で行った聞き取り調査に基づく研究がベースとなっているた
め、その内容を掲載する。本内容は、2012 年に日本建築学会に投稿した。 
Appendix 4 事前研究 







*3 京都大学大学院工学研究科 教授・工博 
*1 Undergraduate School of Architecture, Faculty of Eng., Kyoto Univ. 
*2 Graduate School of Eng., Kyoto Univ., JSPS Research Fellow, M. Eng.












































































C.S.Peirce, 2 巻 242
節, The Belknap 
Press, 1978. 
tab.3 発言内容の抽出・分類の 3 例（各表の左肩は調査対象者の個体識別番号を示す） 
(d) 調査番号 4：トルコから留学にやってきたソルボンヌ大の学生 
(c) 調査番号 3：イタリアから観光にやってきた大学生 
(b) 調査番号 2：映画が好きなアメリカ人のジャーナリスト 
(a) 調査番号 1：サンルイ高校(広場の向かい側)の受験生 
1 質的な側面 物理的・指標的な側面 法則的・習慣的な側面（個人） 法則的・習慣的な側面（集団）












3 質的な側面 物理的・指標的な側面 法則的・習慣的な側面（個人） 法則的・習慣的側面（集団）
観光の途中の場所にある 有名な大学がある
観光の場所である
4 質的な側面 物理的・指標的な側面 法則的・習慣的な側面（個人） 法則的・習慣的な側面（集団）






質問« Pourquoi vous êtes ici ? » （なぜあなたはここにいるのですか？） 
回答« Pour manger mon petit déjeuner » （自分の朝ごはんを食べるためで
す） 
回答« Comme on a pas le droit de manger à l’inter de la cour, et je voulais 
manger un peu dehors, ... » （庭の中で食事をすることが許されていないの
で、そして少し外で食べたかったので…） 
 












Study on the Semiosis of Human Behavior based on Interview Survey 
in Place de la Sorbonne (Part 2) 




人間行動 ソルボンヌ広場 インタビュー調査 


























































正会員 ○木曽久美子 *1 


































条件 1 2 3 4 合計
広場全体について発言された場合 18 16 17 4 55
泉 広場内にある泉について発言された場合 13 5 1 0 19
緑 広場内にある緑について発言された場合 1 0 0 0 1
ベンチ 広場内にあるベンチについて発言された場合 2 6 1 0 9
座れるところ ベンチ以外で座れる場所として発言された場合 0 9 1 0 10
銅像 広場内にある銅像について発言された場合 0 0 0 0 0
道 広場内にある道・通りについて発言された場合 1 1 0 0 2
人々 広場内にある人々について発言された場合 8 2 0 0 10
乗り物 広場内に止めてある自転車やバイクなどについて発言された場合 0 0 0 0 0
要素群 広場内にある要素を抽象的な要素として発言している場合 2 1 0 0 3
その他 広場内の要素もしくは部分について発言しているが特定できない場合 5 4 0 0 9
大学 広場に面して存在するパリ第４大学について発言された場合 6 10 6 6 28
カフェ１ 広場に面して存在するカフェ１について発言された場合 2 2 2 0 6
カフェ２ 広場に面して存在するカフェ２について発言された場合 0 0 0 0 0
書店１ 広場に面して存在する書店（哲学）について発言された場合 2 1 0 0 3
書店２ 広場に面して存在する書店（オリエント）について発言された場合 0 0 0 0 0
店舗１ 広場に面して存在する服飾の店舗(GAP)について発言された場合 0 0 0 0 0
店舗２ 広場に面して存在する服飾のもう一方の店舗について発言された場合 0 0 0 0 0
店舗３ 広場に面して存在する印刷業の店舗について発言された場合 0 0 0 0 0
施設 広場に面して存在する大学連合について発言された場合 0 0 0 0 0
ホテル 広場に面して存在するホテルについて発言された場合 0 0 0 0 0
大通り 広場に面して存在する大通りについて発言された場合 1 0 1 0 2
その他 広場の周囲について述べているが、特定できない場合 0 2 0 1 3
サンルイ高校 広場の近くにある高校について発言されている場合 0 1 1 0 2
映画館 広場の近くにある映画館について発言されている場合 0 0 1 0 1
家 自宅について発言されている場合 0 0 0 0 0























*2 京都大学大学院工学研究科 教授・工博 
 
*1 Graduate School of Eng., Kyoto Univ., JSPS Research Fellow, M. Eng. 



























































































Comme on a pas le droit de manger à l’inter de la cour③, et je voulais 
manger un peu dehors②, enfin...je me reposais à cette place..(中




Je finis mon eh, ( ??) et je vais partir travailler. 
（自分の（？？）が終わったら、勉強しに行きます） 
...On travaille assez régulièrement 
（…（学生もしくは寄宿生は）だいぶ定期的に（高校で）勉強をします）




Il y a un coin d’eau①, il y a de la verdure①, et puis en face du... de la 
Sorbonne②,.. qu’un beau batîment①, donc...bah tous les éléments sont 




assez souvent oui, au moins, 2 fois par semaine, minimum③ 
（だいぶよく（広場に来ます）はい、少なくとも、週 2 回は、最低③） 
Je suis là parce qu’on pouvait s’asseoir là②, 
（ここに座れたので②私はここにいます） 
c’est le plus bel endroit de la place, là① non ? 
（広場の中で一番美しい場所①ですよね？） 
tab.2 抽出の例（対象者の発言の一部について）
2 0 6 3
3 0 3 2
7 5 2 1
1 4 2 0
0 0 3 1
1 0 2 2
3 3 0 1
0 3 0 0
1 0 2 2
1 0 0 1
3 2 1 0
0 2 2 0
0 0 3 0
2 0 2 1
2 1 0 0
0 3 0 0
1．全体 2．泉 3．大学 4．人々 
fig.4 16 の領域 
fig.5 各領域における滞留者数 
fig.3 対象者の滞留位置・体の向き 
① ② ③ ④
⑤ ⑥ ⑦ ⑧
⑨ ⑩ ⑪ ⑫





してくれた Librairie J.Vrin の方々、快くインタビューに回答してくれた
方々にこの場を借りて謝意を示します。 
Appendix　　253
 Basic Study on Modeling and Simulation about Human Behaviors using Cellular Automaton 





































































正会員 ○木曽久美子*1  同 門内輝行*2
 
5. 建築計画― 3s 行動特性／歩行・群集流動 





































































































































































































 ＊1 京都大学大学院 博士課程           Doctral Course, Graduate School of Engineering, Kyoto University










































(c) ７→１ (d)１→７ 
(g) ７→１ (h)１→７ 
(a) ７→１ (b)７→１ 
(e) １→７ (f)１→７ 
Appendix　　257
